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―
―
可
仙
は
諸
敏
か
ら
大
坂
歳
旦
ま
で
―
―

江

本

裕

は
じ
め
に

筆
者
は
先
に
、
西
鶴
の
処
女
編
著

『生
玉
万
句
』
に
つ
い
て
考
え
た
が

（松
尾
靖
秋
氏
古
稀
記
念
論
集

『近
世
文
学
論
孜
―
研
究
と
資
料
』

所
収

「
生
玉
万
句
考
し
、
今
稿
は
そ
れ
を
継
ぐ
も
の
で
あ
る
。
い
ま
簡
単
に
先
稿
を
要
約
す
れ
ば
、
寛
文
十
三
年

（
一
六
七
三
）
興
行
、
出
版

の

『
生
玉
万
句
』
は
、
句
数
三
〇
三

（追
加
の
三
句
を
含
む
。
な
お
す
べ
て
が
発
句
か
ら
第
三
ま
で
を
収
め
る
の
で
厳
密
に
は

「
句
」
と
称
せ

ぬ
か
も
し
れ
ぬ
が
、
便
宜
的
に
か
く
呼
ぶ
）
、
こ
れ
に
興
行
を
祝
賀
す
る
発
句
五
十
三
か
ら
成
り
、
出
句
者
は
前
者
が

一
六

一
名

（荒
木

田
守

武
を
例
外
と
し
て
除
け
ば

一
六
〇
名
）
、
後
者
が
四
十
五
名

（八
名
は
上
記
出
句
者
と
重
な
る
）
だ
っ
た
。
そ
し
て
右
の
う
ち
、
『生
玉
万
句
』

（以
下
書
名
は
適
宜
略
称
す
る
）
以
前
の
撰
集
等
に
名
を
認
め
得
る
者
が
興
行
出
句
者
で
は
六
十
七
名
、
手
が
か
り
を
得
ぬ
者
八
十
五
名
、
判

別
不
能
の
者
九
名
、
祝
賀
発
旬
の
場
合
は
認
め
得
る
者
十
四
名
、
認
め
ら
れ
ぬ
者
三
十

一
名
。
ま
た
、前
者
の
認
め
得
ぬ
者
八
十
五
名
の
う
ち
、

『
生

玉
』
以
後
の
西
鶴
編
の
撰
集
等
に
顔
を
出
す
者
が
三
十
九
名

（う
ち
広
瀬

一
歩
は
判
別
不
能
か
ら
）
、
従

っ
て
な
お
確
認
で
き
ぬ
者
は
四

注
①

十
七
名
と
な
り
、
後
者
で
は
三
十

一
名
中
四
名
を
除
く
二
十
七
名
が
未
確
認
と
い
う
結
果
だ
っ
た
。

こ
の
結
果
は
、
俳
諧
に
疎
い
筆
者
の
処
理
だ
か
ら
訂
正
を
要
し
よ
う
が
、
大
幅
に
変
る
と
は
思
わ
れ
ず
、
と
す
れ
ば

『生
玉
』
に
参
加
し
た

俳
人
の
過
半
は
、
三
流
以
下
ま
た
は
無
名
の
俳
人
だ
っ
た
と
、　
一
応
は
評
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
『
生
玉
』
以
前
に
顔
を
出
す

六
十

西

鶴
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
三

西
　
鶴



七
四

七
名
を
な
お
詳
し
く
見
る
と
、
大
阪

。
堺
近
辺
を
中
心
と
す
る
、
『鷹
筑
波
』
（寛
永
十
九
年
∧

一
六
四
二
∨
）
以
後
万
治
２

六
六
〇
）
以
前
に

名
を
連
ね
る
俳
壇
の
動
向
に
比
較
的
関
係
の
薄
い
長
老
ま
た
遊
俳
的
俳
人
と

（北
峯
正
甫

・
西
田
久
任

・
隅
田
路
春

・
尼
坂
好
道

・
堺

一
円

。

生
松
勝
政

・
土
橋
宗
静

・
河
内
玖
生
且
保

・
同
吉
村
種
好
等
）
、
寛
文
、
特
に
寛
文
六
年

（
一
六
六
一〇

刊
の

『
遠
近
草
』
前
後
か
ら
活

動

を

始
め
る

（あ
る
い
は
著
し
く
な
る
）
牧
野

一
得

・
高
木
松
意

・
山
口
清
勝

・
中
堀
幾
音

・
同
初
知

・
前
川
由
平
等
の
新
人
群
に
分
れ
、
後
者
が

主
導
権
を
握

っ
て
い
た
こ
と
、
そ
の
こ
と
が
こ
の
新
人
群
の
中
で
唯

一
撰
集

（『蛙
井
集
し

を
持
つ
山
口
清
勝
に
巻
頭
第
三
の
地
位
を
与
え
て

い
る
こ
と
、
そ
し
て
彼
等
新
人
群
の
多
く
が
以
後
の
西
鶴
の
俳
諧
活
動
に
深
く
か
か
わ
っ
て
い
る
こ
と
、
か
つ

『
生
玉
』
以
前
に
名
を
認
め
得

ぬ
無
名
俳
人
か
ら
も
、
和
気
遠
舟

・
早
川
西
随

・
志
水
正
察

・
大
須
賀
胤
久
等
の
、
や
は
り
彼
の
以
後
の
活
動
に
深
く
か
か
わ
る
者
が
多
い
こ

と
な
ど
を
あ
げ
、
『生
玉
万
句
』
が
俳
諧
師
西
鶴
に
と
っ
て
重
要
な
意
味
を
持
つ
こ
と
を
強
調
し
た
。

泉
州

・
河
内
辺
の
隠
居
的

・
旦
那
芸
的
俳
人
の
案
外
多
く
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
関
し
て
は
、
師
宗
因
は
む
ろ
ん
の
こ
と
、
追
加
の
第
三
を
つ

と
め
た
南
方
由
の
存
在
に
注
意
す
べ
き
だ
と
も
言
い
添
え
型
。
と
し
て
も
ヽ
宗
因

・
方
由
の
援
け
が
ど
の
程
度
だ
っ
た
の
か
、
阿
蘭
陀
流
と
さ

み
さ
れ
万
句
興
行
か
ら
排
除
さ
れ
た

一
派
の
結
集
に
ど
の
程
度
の
費
用
を
要
し
誰
が
出
し
た
の
か
な
ど
問
題
は
依
然
と
し
て
残
り
、
ま
た
仁
和

寺
利
玄
（出
句
数
５
）
ｏ
同
有
年
（
４
）
・
古
道

（
４
）
・
高
家

（
３
、上
記
の
内

『生
玉
』
以
前
に
名
を
認
め
る
者
は
利
玄

・
有
年
の
み
、
以
後
の

西
鶴
系
俳
書
に
名
を
出
す
の
は
利
玄
∧
『点
滴
集
』
１
句
∨
有
年
∧
『物
種
集
』
「
一葉
集
』
各
１
∨
の
み
）
、
摂
州
古
妻
住
栄
治

（出
句
数
３
）

・
正
重

（
２
）
・
正
直

（
１
、
上
記
の
内
栄
治

・
正
重
は

『
貝
殻
集
』
に
２４

・
２５
句
等
堺
関
係
の
俳
書
に
顔
を
出
す
が
正
直
は
認
め
ら
れ
ず
、

以
後
の
西
鶴
系
俳
書
に
は
全
く
出
ず
）
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
若
干
の
技
あ
る
者
が

一
統
を
引
き
連
れ
て
は
出
た
が
そ
の
後
は
殆
ど
因
ま
な
い

な
ど
、
言
い
及
ば
な
か
っ
た
部
分
も
あ
る
の
だ
が
そ
れ
ら
は

一
応
措
き
、
今
回
は

『大
坂
歳
旦
』
ま
で
を
少
し
考
え
て
み
た
い
。

な

お
今
稿

も
、
「貞
門
談
林
俳
人
大
観
」
∩
近
世
文
芸
資
料
と
考
証
」

一
～
十
、
昭
和
３７
～
５３
）
ヽ
種
茂
勉
氏

「
大
阪
談
林
俳
壇
の
研
究
」

一
―
四

（浜
松

市
立
高
等
学
校
研
究
紀
要
、
昭
和
４．
～
４４
）
ヽ
乾
裕
幸
氏

『俳
諧
師
西
鶴
』
（前
田
書
店
、
昭
和
５４
）
等
か
ら
多
く
の
学
恩
を
蒙

っ
て
い
る
こ
と

を
銘
記
す
る
。



一　
号
仙
は
諧臓
―
そ
の
一―

所
謂
通
行
の

『寄
仙
は
諧
臓
』
は
、
延
宝
元
年
陽
月

（十
月
）
中
滸
の
序
を
持
ち
、
野
間
光
辰
氏
に
よ
っ
て
紹
介
さ
れ
た
、
そ
の
初
撰
本
と
考

え
ら
れ
る

『俳
譜
歌
仙
画
図
』
は
、
寛
文
十
三
年
九
月
十
日
／
洛
葉
之
住
／
雲
愛
子
」
の
序
を
持
つ
。
寛
文
十
三
年
は
九
月
二
十

一
日
に
改
元

し
て
延
宝
と
な
の
る
の
だ
か
ら
、
こ
の
間
約

一
か
月
。　
そ
し
て

『生
玉
万
句
』

の
興
行
は
同
年
春

（ま
た
は
六
月
）
だ
か
ら
、
西
鶴
は
そ
の

直
後
か
ら
、
新
人
で
あ
る
に
か
か
わ
ら
ず
大
胆
に
も
、
大
阪
俳
壇
を
歌
仙
化
す
る
志
を
抱
い
た
こ
と
に
な
る
。
既
に
野
間
氏
の
詳
細
な
考
察
が

注
④

備
わ
り
学
恩
を
蒙
る
処
大
な
の
だ
が
、
『
生
玉
』

の
成
就
を
念
頭
に
若
干
考
え
て
み
る
。

ま
ず

『
画
図
』
と

『
丹
仙
』
両
序
の
大
幅
な
相
違
、
次
に
撰
入
さ
れ
た
俳
人
の
変
動
と
座
順
の
移
動
が
問
題
と
な
る
。

ひ
な
人
の
ひ
な
に
は
あ
ら
で
、
雲
井
の
都
路
ま
で
そ
の
名
ひ
ろ
く
聞
え
あ
げ
た
る
は
い
か
い
の
歌
人
、　
そ
の
数
し
ら
ず
、　
中
に
も
大
坂
の
す
き
人
世
に
か
く

れ
な
き
を
選
て
、
寄
仙
の
画
図
に
ち
り
ば
め
、
み
ぬ
よ
の
友
と
せ
ん
と
ば
か
り

干
時
寛
文
十
三
年
球
九
月
中
旬

洛
葉
之
住
／
雲
愛
子

∩
俳
諧
歌
仙
画
図
』
序
∧
野
間
氏
前
掲
稿
よ
り
∨
、
句
読
点

・
濁
点
は
私
に
付
す
。
次
も
同
じ
）

肱
を
枕
と
し
踏
反
て
お
も
ふ
に
、
神
風
穏
に
四
海
波
な
く
て
、
花
の
朝
月
の
夕
の
俳
諧
諷
之
喘
之
は
本
邦
の
習
俗
也
。さ
れ
ど
も
、
誹
佗
立
我
議
事
、
ぼ
婚
盤

殖
規
在
席
締
耐
州
お
じ
じ
リヮ調
や
衆
愚
譜
々
た
る
は
一賢
之
唯
唯
々
た
る
に
は
し
か
じ
と
、或
老
翁
に
尋
捜
て
、斎
）
傷
部
Ｚ
昨
だ
理
て
ヽ
画
図
に
ち
り
ば
め
、

見
ぬ
よ
の
友
と
せ
ん
ば
か
り

音
延
宝
元
年
歳
次
癸
丑
冬
陽
月
中
滸
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七
六

∩
奇
仙
は
諸
臓
』
序
∧
定
本
西
鶴
全
集
十
所
収
に
よ
る
∨
、
誤
刻
は
改
め
、
傍
訓
は
頭
注
に
よ
る
）

あ
え
て
双
方
全
文
を
出
し
た
が
、
前
述
の
ご
と
く

『
画
図
』
に

「
洛
葉
之
住
／
雲
愛
子
」
な
る
署
名
が
あ
る
の
に
対
し
、
『■
仙
』
は
生
か
署

名
で
あ
る
。
か
く
て
前
者
は

「
陽
」
を

「葉
」
と
誤
る
。
単
な
る
ケ
ア
レ
ス
ミ
ス
と
言
え
る
か
ど
う
か
。

「落
葉
」

を
介
し
て
の
作
為
が
感
じ

ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か
。
次
に
序
文
の
内
容
で
あ
る
が
、
野
間
氏
指
摘
の
ご
と
く
、
前
者
が
京
都
を
意
識

（容
認
）
し
て
い
る
の
に
対
し
後
者
は

自
立
的
で
あ
る
。
「
ひ
な
人
の
ひ
な
に
は
あ
ら
で
」
は
田
舎
人
に
も
田
舎
臭
く
な
い
人
は
い
て
の
意
だ
ろ
う
し
、
そ
う
い
う
人
に
は

「
雲

井
の

都
路
」
ま
で
名
の
通
る
人
が
数
多
く
い
る
。
そ
し
て

「
中
に
も
大
坂
の
す
き
人
」
と
く
る
の
だ
か
ら
、
「大
坂
」
は

「
ひ
な
」
に
属

し
、

そ
の

中
で
都
に
も
聞
え
た
る
三
十
六
人
を
選
ん
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
は

「貞
門
全
盛
の
都
の
俳
壇
の
権
威
を
容
認
」

（野
間
氏
）

し
た

上
で
、
彼
等
に
も
認
め
ら
れ
て
い
る
大
阪
俳
人
三
十
六
人
を
選
ん
だ
と
言
う
の
で
あ
る
。
し
か
も
そ
の
序
に
は
作
為

（あ
る
い
は
軽
率
無
学
）

と
も
受
け
と
ら
れ
か
ね
な
い

「
洛
葉
」
と
記
し
、
余
り
耳
に
し
な
い

「雲
愛
子
」
な
る
号
が
署
名
さ
れ
て
い
た
。

一
方
、
『可
仙
』
の
方
は
、
俳
譜
の
隆
盛
を
ま
ず
謳
い
、　
し
か
し
そ
れ
が
他
を
議
り
我
を
立
て
る
、
喧
喋
に
終
始
し
て
い
る
現
状
に
及
び
、

そ
れ
よ
り
は

一
賢
の
唯
々
、
お
の
れ
に
同
調
し
て
く
れ
る
達
人
を
選
ん
だ
と
言
う
の
だ
か
ら
、
編
纂
意
識
が
明
確
で
あ

る
。

「
大

坂

の
す

き

人
」
の

「
大
坂
」
は
出
さ
ず
書
名
に
譲

っ
た
。
わ
ず
か

一
か
月
の
間
に
ど
う
し
て
こ
う
変

っ
た
の
か
。
そ
れ
は
暫
く
措
い
て
表
０
を
御
覧
い
た

だ
き
た
い
。
『可
仙
鉄
諧
腋
』
（上
段
）
と

『俳
諧
歌
仙
画
図
』
（下
段
）
と
の
座
順
対
照
で
あ
る
。
始
め
に
加
除
を
記
す
と
、　
×
印

（下
段
）

の

可
玖

・
初
知

・
春
倫

・
保
俊

・
西
柳
の
五
名
が

『腎
仙
』
で
除
か
れ
、
こ
れ
に
代
り
◎
印

（上
段
）
の
、
遠
舟

・
貞
因

・
路
春

・
宗
久

・
栄
春

・
清
勝
の
六
名
が
新
た
に
加
え
ら
れ
た
。

除
か
れ
た
五
名
の
う
ち
、
西
村
可
玖
は
初
号
重
親
、
長
愛
子
、
吉
竹
と
も
号
し

（乾
裕
幸
氏

『俳
諧
師
西
鶴
』
）
、
西
鶴
句
現
在
初
出
の
『
遠

近
集
穴
寛
文
六
年
刊
）
の
撰
者
（
長
愛
子

・
吉
竹
）
。
万
治
三
年
刊
の

『慕
繁
集
只
重
親
）
か
ら
名
が
見
え

（乾
氏
上
記
書
）
、
『都
草
』
（寛
文
五
年

刊
）
以
下
に
入
集
が
多
い
ゆ
え
そ
う
古
い
と
は
言
え
ぬ
が
相
応
の
俳
歴
を
持
ち

（表
②
参
照
）
、
西
鶴
の
亡
妻
追
善

『独
吟

一
日
千
句
』
（延
宝

三
年
刊
）
巻
末
に
載
る
追
善
発
句
で
は
西
山
梅
翁

，
松
山
玖
也

・
梶
山
保
友
に
続
い
て
第
四
位
、
翌
年
の

『
大
坂
歳
旦
』
で
も
玖
也

・
保
友

・



表
①

『
喜
仙
』
・
『
画
図
』
対
照
表

注

（　
）
内
は
野
間
氏
の
指
定
。
な
お
、
定
本
西
鶴
全
集
所
収
本
は
十
六
右
以
下
が
一
エ

っ
て
い
て
座
順
異
な
る
が

（稀
書
覆
襲
会
本
も
同
じ
）、
東
大
洒
竹
文
庫
本
と
対
照
し
つ
つ
、
野
間
氏
稿
が
示
す
座
願
に
従
う
。

伊
勢
村
意
朔
に
つ
い
で
四
位
を
占
め
て
い
る
の
で
、
決
し
て
軽
い
存
在
で
も
な
く
西
鶴
と
も
疎
く
は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
中
堀
初
知
も
同

様
で

『
生
玉
』
に
二
句
出
句
、
初
出
は

『鳥
帽
子
箱
』
（寛
文
元
年
刊
）
と
思
わ
れ
る
の
で
可
玖
と
は
ぼ
同
時
期
、
以
後
の
活
動
も
活
発
で
（表

②
参
照
）
、
西
鶴
と
の
関
係
も
薄
く
は
な
い

（表
③
参
照
）
。
こ
の
二
人
が
な
ぜ
外
さ
れ
た
の
か
解
せ
ぬ
処
多
い
が
、
こ
れ
を
除
く
に
は
、
新
し

く
加
え
る
者
と
の
比
重
関
係
で
余
程
の
事
情
が
あ

っ
た
と
考
え
ね
ば
な
ら
ぬ
だ
ろ
う
。
初
知
の
場
合
は
、
よ
り
西
鶴
と
密
接
で

『号
仙
』
に
も

西
　
鶴
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
七

松

山

玖

也

勢

村

意

朔

一
　

意

朔

△
川

崎

方

女

八  |七

△
中
　
林
　
素
　
玄

△
西
　
日
　
久
　
任

谷

　

忠

由

一

松

意

俳

諧
歌
仙
画
図

五 四
日

□

△
牧
　
野
　
一　
得

◎
和
　
気

遠

舟

片

山

秋

月

△
井

原

補

永

北

峯

正

甫

蓼
村

立

以

梶

山

保

友

西

山

西

翁

九
昌
院
　
空
　
存

議

仙

体
需
腋

△
以
　
仙

△
休

安

△
行

風

△
重
　
安

△
無
　
睦

正

市

立

以

保

友

玖
　
也

西

翁

空

存

俳

諧
歌
仙

画
図

十
二

十
十 九

座

順

◎
井

岡
　
栄

春

◎
八
　
木
　
をホ
　
久

◎
隅
　
回
　
路
　
春

高

木

松

意

◎
藤
　
原

貞
　
因

岡

田

悦

春

△
証
　
川
　
由
　
平

自

江

酔

鶯

△
藤

田

不

琢

千

仙
　
伝
驚
販

×
保

俊

×
春

倫 得

久

任

×
初

知

悦

春

忠

由

方

女

△
宗

信

△
如

貞

X
可

玖

俳
諸

吹
仙
画
図

十
八

十
七

十 十
五

十
四

十 座

贋

津

田

休

甫

夕
陽
庵
　
道
　
寸

半

井
　
一　
六

勢

村

重

安

蔭

山

無

睦

蔭

山

休

安

生
白
庵
　
行
　
風

広

岡

ルバ

信

◎
山
　
口
　
清

勝

井
　
口
　
如

貞

中

堀

幾

音

高

滝

以

仙

平

仙

伝
帯
服

（答

）

道

寸

△
秋
　
月

不
　
琢

酔

鶯

鶴

永

? （由
平
）

×
西

柳

素

玄

幾

音



七
八

入
る
、
弟
幾
音
と
の
か
か
わ
り
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

残
る
三
人
の
う
ち
春
倫
と
保
俊
は
俳
歴
も
あ
り
活
動
も
活
発
の
よ
う
だ
が

（春
倫
の
方
が
古
い
↓
表
②
）
、
管
見
の
範
囲
、　
西
鶴
と
の
関

係

に
限
れ
ば
春
倫
は

『
西
鶴
名
残
の
友
』
巻
ニ
ノ
一
に
名
を
見
、
保
俊
は

『物
種
集
』
（延
宝
六
年
刊
）
「
一葉
集
』
（同
七
年
刊
）
に
各

四
組
、

西
鶴
序
の
あ
る

『点
滴
集
』
（同
八
年
刊
）
に

一
句
採
ら
れ
る
の
み
。

西
柳
に
関
し
て
は
野
間
氏
に
指
摘
あ
り
、
摂
州
河
辺
郡
山
本
村
の
有
徳

人
坂
上
与
次
兵
衛
、
広
岡
宗
信
撲

『檸
集
』
（号
政
英
、
『
詞
林
金
玉
集
』
よ
り
）
、
写
本

『
ね
ち
ふ
く
さ
』
に
句
が
見
え
る
ぐ
ら
い
の
人
だ
っ
た

（前
掲
稿
）。
よ
っ
て
後
三
名
を
除
く
こ
と
に
、
そ
う
苦
労
は
し
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。

な
ら
ば
、
新
た
に
加
え
た
遠
州

・
貞
因

・
路
春

・
宗
久

・
栄
春

・
清
勝
は
ど
う
か
。
上
記
の
う
ち
、
遠
舟

・
貞
因

・
路
春

・
清
勝
の
四
名
が

『生
玉
』
の
出
句
者
で
あ
る
。
し
か
も
遠
舟
は

『生
玉
』
が
初
出
、
か
つ
以
後
の
西
鶴
と
最
も
密
な
る
関
係
を
保

っ
た
者
の
一
人
で
あ
る
。

即
ち
、
『独
吟

一
日
』
追
善

一
〇
五
句
中
し
ん
が
り
の
百
五
番
目
を
つ
と
め
、
『
大
坂
歳
旦
』
で
は
引
付
三
五
〇
句
中
三
四
九
番
∧
三
五
〇
は
天

王
寺
道
寸
）
、
『
百
人

一
句
難
波
色
紙
』
で
も
九
十
八
人
中
九
十
七
番

（巻
尾
は
難
波
西
鶴
）
、西
鶴
の
編
著
に
顔
を
出
さ
ぬ
こ
と
殆
ど
な
か
っ
た

（表
③
参
照
）。
こ
れ
を
遠
舟
の
側
か
ら
見
る
と
、
ま
だ
調
査
不
充
分
で
あ
る
が
、
例
え
ば
延
宝
八
年
刊
の

『
太
夫
桜
』
に
は
、
『生
玉
』
出
句

者
と
思
わ
れ
る
者
が
五
十
名
近
く

（判
別
困
難
も
あ
る
の
で
）
い
る
。
む
ろ
ん
、
梅
翁

・
西
鶴

。
幾
音
等
著
名
俳
人
も
い
て
す
べ
て
が
そ
う
だ

と
い
う
の
で
は
な
い
が
、
間
官
永
房

。
早
川
安
之

・
和
田

一
任

・
宗
之

・
一
成

。
可
秀

・
均
明
、
あ
る
い
は
重
村
忠
友

・
浜
氏
武
慶

・
阿
部
寸

志

・
利
方

・
利
玄

。
有
年
等
、
他
に
手
が
か
り
の
得
難
い
者
な
い
し
は
少
な
い
者
が
、
多
く
入
っ
て
い
る
の
で
あ
る

（『歳
旦
』
に
見
え

る
井

田
方
流

・
高
野
幸
則
等
も
入
る
）。
西
鶴
と
遠
舟
の
近
さ
を
遠
舟
の
方
か
ら
証
明
す
る
こ
と
に
な
ら
な
い
だ
ろ
う
か
。

清
勝
は
万
治
元
年
刊
の

『鶏
鵡
集
』
に
「
大
坂
住
／
清
勝
」
と
し
て

一
句
入
集
す
る
の
が
彼
か
と
も
思
わ
れ

る
が
、
『遠
近
集
』
以
下
が

多

く
、
西
鶴
よ
り
は
や
や
先
輩
に
な
る
か
。
撰
著

『
蛙
井
集
』
を
持
ち
、

『生
玉
』
巻
頭
第
二
を
付
け
た
こ
と
は
先
述
の
通
り
で
あ
る
。
貞
因
と

路
春
の
俳
暦
は
古
い
。
貞
因
は
狂
歌
師
貞
柳
の
父
、
貞
室
門

（『俳
家
大
系
図
し

で
貞
室
撲
の

『
玉
海
集
』

（明
暦
二
年
八
月
刊
）

に
三
十
九

注
③

句
入
集

、
同
年

正
月
刊

の
大
阪
初

の
撰
集

（
蔭
山
休
安
撲
）
『
夢
見
草
』
十

六
句

の
、
「
大
坂
之
住
／
鯛
屋
庄
九
郎
／
宗
継
」
も
彼

か
と
思
わ
れ



∩
毛
吹
草
追
加
』
に
も
３
句
）
、『古
今
夷
曲
集
』
（寛
文
六
年
刊
）
以
下
の
狂
歌
集
に
多
数
入
集
す
る
こ
と
周
知
の
通
り
で
あ
る
。
『寄
仙
』
に

入
っ
て
も
恥
し
く
な
い
人
で
も
あ
る
が
、
息
子
良
因

（貞
柳
）
と
も
ど
も

『生
玉
』
（
と
も
に
一
句
）

に
参
加
し
た
こ
と
も
与

っ
た
か
。　
同
じ

く
貞
室
門

（『大
系
図
し

と
言

わ
れ
る
隅
田
路
春
も

『
玉
海
』
か
ら
名
を
見
、
『
腎
仙
』
に
入
る
資
格
は
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
以
後
さ
ほ
ど
日

立
た
ず
、
か
な
り
傍
観
的
な
姿
勢
で

『生
玉
』

（
１
句
）
に
も
出
句
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
以
後
の
西
鶴
系
の
俳
書
で
は

『
百
人

一
句
』
に
入
る
の
み
。
上
記
二
名
も
、
『
生
玉
』

へ
の
助
力
が
な
に
が
し
か
は
影
響
し
て
い
る
と
思
う
。

そ
れ
な
ら
ば

『生
玉
』
と
関
係
な
く
加
え
ら
れ
た
栄
春
と
宗
久
は
ど
う
考
え
る
べ
き
か
。
栄
春
は
大
阪
井
岡
孫
兵
衛
喜
之
の
母
、
母
子
と
も

に

『
夢
見
草
』
に
入
集

（
８
句
と
２．
句
）、
西
鶴
の
編
む

『古
今
誹
諧
師
年
鑑
』
（延
宝
四
年
刊
）
で
も
、
大
阪
五
十
九
人
中
十

一
番

（栄
春
）

と
十
三
番

（義
之
）
に
位
置
し
て
い
た
。
栄
春
は
同
じ
く
西
鶴
編
の

『俳
諧
女
可
仙
』
（貞
享
元
年
∧

一
六
八
四
∨
刊
）

に
も
入
る
。
表
②
で

は

『
鳥
帽
子
箱
』
以
後
入
集
が
認
め
ら
れ
な
い
が

（表
③
の

『点
滴
』
に
１
句
）
、
「
杉
本
光
女
、
柏
原
ノ
拾
女

ニ
モ
劣
ラ
ヌ
才
女
タ
リ
」
∩
大

系
図
し

と
評
さ
れ
る
以
上
、　
こ
れ
も
夫
方
孝
と
と
も
に
名
を
あ
げ
て
い
た
川
崎
方
女
に
も
う

一
人
加
え
て
、　
一
篇
に
彩
り
を
加
え
た
と
考
え

て
も
よ
い
よ
う
で
あ
る
。
残
る

一
人
、
宗
久
に
つ
い
て
は
前
田
金
五
郎
氏
に
論
が
あ
る
。

二
月
十
四
日
に
宗
久
よ
り
申
来
、　
天
王
寺
清
水
清
光
院
二
、
先
年
貞
徳
発
句
二
道
節
第
二
仕
置
被
申
候
、
打
捨
て
有
之
二
付
、
万
句
興
行
ノ
由
、
則
我
等
ニ

も
発
句
せ
よ
と
被
申
候
故

（
こ
の
あ
と
に
宗
静
の
発
句
あ
り
）

（前
田
金
五
郎
氏

「
土
橋
宗
静
日
記
」∧
「船
場
紀
要
」
七
号
、
昭
和
５３
・
２
∨
に
拠
る
。
傍
点
は
筆
者
）

前
田
氏
は

『
土
橋
宗
静
日
記
』
の
こ
の
記
事
か
ら
、
西
鶴
が

『生
玉
万
句
』
の
序
で

「世
人
阿
蘭
陀
流
な
ど
さ
み
し
て
か
の
万
句
の
数
に
も

の
ぞ
か
れ
ぬ
」
と
記
し
た

「
か
の
万
句
」
を
、
多
分
宗
久
主
催
で
行
わ
れ
た
こ
の
興
行
だ
っ
た
と
さ
れ

（『生
玉
』
序
は
、　
こ
の
興
行
を
失
敗

に
帰
し
た
と
記
す
）
、
宗
久
は
末
吉
宗
久
、
連
歌
師
と
し
て
著
名
で
、
元
禄
七
年

（
一
六
九
四
）
閏
五
月
十
六
日
大
阪
本
町
宿
で
没
と
紹
介
さ

注
０

れ
た
。
同
稿
は
宗
久
の
連
歌
活
動
に
も
及
ぶ
が

（承
応
三
年
∧

一
六
五
四
∨
平
野
権
現
社
千
句
興
行
出
座
等
）
、
因
み
に

『平
野
郷
町
誌
』
第

十
三
章

「神
社
」
を
見
る
と
、
貞
享
二
年
∧

一
六
八
五
∨
抗
全
神
社
連
歌
会
に
土
橋
宗
静
と
も
ど
も
出
座
し
て
い
る
し
、
元
禄
元
年
の

「漢
和

西
　
鶴
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
九



八
〇

連
句
」
に
も
名
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
と
す
れ
ば
、
こ
の
宗
久
は
、
そ
の
俳
諧
観
に
お
い
て
、

「
宗
静
に
取

っ
て
は
、
連
歌
こ
そ
は
、
自
己

が
真
剣
に
打
込
む
文
学
で
あ
っ
て
、
俳
諧
ひ
い
て
は
俳
人
と
の
交
際
は
、
取
る
に
足
ら
ぬ
も
の
で
あ

っ
た
」

企
則
田
氏
稿
）

宗
静
と
殆
ど
変
ら

な
か
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
従

っ
て
宗
久
主
催
の
万
句
興
行
は
、　
同
じ
教
養
と
趣
味
の
人
々
が
集
ま
っ
た
慰
み
程
度
の
も
の
、

『生
玉
』
の

序
が
激
怒
す
る
よ
う
に
排
他
的
で
は
な
く
、も

っ
と
軽
い
気
持
で
新
興
派
を
外
し
た
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
外
さ
れ
た
方
が
カ

チ

ン

と
き
た
。
そ
こ
で
手
段
を
尽
し
人

（句
）
を
集
め

（宗
静
や
同
じ
平
野
の
柴
屋
寺
奉
納
連
歌
発
句
を
持
つ
祐
可
も
出
句
し
て
い
る
）
、
結

果

的

に
は
こ
れ
が
成
功
し
、
気
を
よ
く
し
て
景
気
の
よ
い
序
文
を
つ
け
出
版
し
た
。

そ
う
も
臆
測
さ
れ
る
の
だ
が
そ
れ
は
さ
て
措
き
、
俳
諧
で
の
宗
久
は
確
か
に
見
出
し
難
い
。
『
腎
仙
』

に
入
る

「
み
く
ら
べ
よ
富
士
は
磯
崎

の
松
の
雪
」
と
同
じ
句
が

『
古
今
誹
諧
師
手
鑑
』
に
載
り
、
「大
坂
天
満
／
八
木
宗
久
」
（
八
木
氏
と
も
称
す
）
と
あ
る
の
だ
が
、
表
②
に
示
す

『
遠
近
集
』
（
２
句
）
『寛
伍
集
』
（
５
）
『鶯
笛
』
（
３
）
の
う
ち
、
前
二
者
は

「
大
坂

（住
）
宗
久
」
な
る
も
の
の

「
天
満
」

は
分
け
ら
れ
て

お
り
、
『
鶯
笛
』
は

「
宗
久
」
と
記
す
の
み
。
『
貝
殻
集
』
に
一
句
あ
る
が

「
摂
州
遠
里
小
野
」
で
あ
る
。

大
分
脇
に
そ
れ
た
が
、
と
も
か
く
西
鶴
は
こ
の
宗
久
を

『
丹
仙
』
の
中
に
新
し
く
加
え
た
。
前
田
氏
は
両
人
の
繋
り
を
連
俳
と
も
に
長
じ
た

西
山
宗
因
の
兄
弟
弟
子
た
る
処
に
求
め
、
い
っ
た
ん
は
除
か
れ
た
た
め
に
そ
れ
に
反
発
し
て

『生
玉
』
を
出
し
な
が
ら
再
び
か
く
入
れ
た
こ
と

を
理
由
に
、
西
鶴
が
大
阪
俳
壇
を
巧
み
に
遊
泳
し
て
い
た
こ
と
の
証
と
さ
れ
た
が
、
見
方
を
変
え
れ
ば
、
自
ら
の
一
派

（あ
る
い
は
新
人
群
）

を
排
除
し
た
宗
久
を
入
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
実
際
に
は
か
な
り
の
新
人
群
を
入
れ
て
偏

っ
て
い
る

『
寄
仙
は
諧
臓
』
の
構
成
を
、
公
平
に
編
ん

で
い
る
よ
う
に
見
せ
か
け
た
と
も
受
け
取
れ
る
の
だ
が
ど
う
だ
ろ
う
か
。

一
一　
可
仙
鉄
請
臓
―
そ
２

一―

座
順
の
移
動
に
目
を
移
す
と
、
ま
ず
目
に
つ
く
の
が
鶴
永
の
十
五
番
右
か
ら
四
番
右
へ
の
昇
格
で
あ
る
。
以
下
座
順
の
繰
り
あ
が
っ
て
い
る



者
を
あ
げ
る
と

（上
段
△
印
）
、
方
女

（八
右
↓
五
右
）
、　
一
得

（十

一
右
↓
六
右
）
、
久
任

（十

一
左
↓
七
左
）
、
酔
鶯

（十
六
左
↓
八
左
）
、

由
平

（十
四
右
↓
八
右
）
、
不
琢

（十
六
右
↓
七
右
）。　
こ
れ
に
新
人
の
遠
舟
を
加
え
る
と
、　
六
番
か
ら
十
二
番
あ
た
り
ま
で
は
、
『生
玉
』
参

加
者
の
オ
ン
パ
レ
ー
ド
と
な
る
で
は
な
い
か
。
逆
に
さ
が
っ
て
い
る
の
が

（下
段
△
印
）
、
無
睦

（
四
右
↓
十
六
右
）、
重
安

（
五
左
↓
十

七

左
）
、
行
風

（
五
右
↓
十
五
右
）
、
休
安

（
六
左
↓
十
六
左
）
、　
以
仙

（
六
右
↓
十
三
左
）
、
如
貞

（
七
右
↓
十
四
左
）、
宗
信

（
八
左
↓
十

五

左
）
等
。

も
と
よ
り
筆
者
は
歌
仙
の
座
の
重
さ
が
ど
う
い
う
順
な
の
か
詳
ら
か
に
せ
ず
何
と
も
言
え
ぬ
が
、
巻
頭
の
空
存

・
西
翁
か
ら
四
番
左
の
玖
也

・
保
友

圭
思
朔

・
立
以

・
正
甫
ま
で
と
巻
軸
近
く
の
一
六

・
道
寸

・
休
甫
の
十
人
は

『
画
図
』
『
号
仙
』

と
も
変
ら
ず
、　
こ
こ
が
重
い
こ
と
と

上
記
十
人
が
坐
る
こ
と
、
誰
し
も
異
存
の
な
い
処
だ
ろ
う
。
空
存

（寛
文
頃
没
）
は
早
く

『毛
吹
草
』

（正
保
二
年
刊
）

に
五
句
入
集
、
万
治

三
年
刊
２
局
瀬
梅
盛
撲

『俳
仙
三
十
六
人
』
に
入
る
大
阪
俳
人
三
人

（宗
因

・
空
存

・
休
甫
、
平
野
末
吉
道
節
を
入
れ
る
と

‐四
人
）
の
一
人
。

『古
今
誹
諧
師
手
鑑
』
で
は
二
四
六
名
中
十

一
位
、
大
阪
五
九
名
中
二
位
。
体
甫
は
近
世
初
の
撰
集

『犬
子
集
』
（寛
永
十
年
刊
）
に
入
る
唯

一

の
大
阪
俳
人
、
『
古
今
誹
諧
師
手
鑑
』
第
七
位
、
大
阪
で
は
第

一
位
、
『
西
鶴
名
残
の
友
』
首
巻
四
章
は
、
第

一
章
で
守
武

・
宗
鑑
を
出
し
、
つ

い
で
休
甫

（大
阪
）
、貞
徳

（京
都
）
、徳
元

（江
戸
）
を
出
す
が
、
つ
ま
り
は
大
阪
俳
人
の
権
典
と
認
め
ら
れ
て
い
た
人
で
あ
る
。
続
く
西
翁
か

ら
道
寸
ま
で
も
言
わ
ず
も
が
な

（表
②
参
照
）
、　
道
寸
は
こ
の
頃
宗
因
門
と
し
て
西
鶴
と
も
面
識
あ
り

（野
口
在
色

『誹
譜
解
脱
抄
し
、

『
大

坂
歳
旦
』
の
引
付
三
百
五
十
句
で
は
巻
尾
に
坐

っ
て
い
た
。

概
し
て
言
え
ば
、
『
画
図
』
で
は
、
右
に
準
ず
る
者
が
以
下
に
順
次
並
ん
で
、　
い
わ
ば
年
功
序
列
の
感
深
い
の
だ
が
、　
そ
の
無
睦

・
重
安

・

行
風

・
休
安

。
以
仙

・
宗
信
等
が
、

『毒
仙
』
で
は
十
五
―
十
七
番
に
移

っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
後
方
を
固
め
る
の
意
で
は
比
重
は
ほ
ぼ
同
じ

か
ｏ
古
風
か
ら
宗
因
門
に
移
る
と
さ
れ
、
『
大
坂
独
吟
集
』

に
も
入
る
重
安
の
五
左
か
ら
十
七
左

へ
の
移
動
は
、　
む
し
ろ
重
さ
を
増
し
た
と
言

え
る
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
逆
に
、
『腎
仙
』
で
五
左
な
が
ら
鶴
永
の
後
に
つ
く
片
山
秋
月
な
ど
は
、
『
画
図
』
の
十
七
左
の
方
に
居
心
地
の
よ

さ
を
感
じ
た
か
も
し
れ
な
い
。

西

鶴
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
一



表
②

『
歌
仙
』
入
集
者
の
「
生
玉
」
以
前
主
な
撰
集
へ
の
入
集
状
況

3 4 1 4 1 2 3 3 3 2 9 2 10 4 追 句  数

井
岡
　
栄
春

八
木
　
宗
次

谷

　
　
忠
由

自
江
　
酔
鷲

川
崎
　
方
女

片

止

　

移

月

喜
多
村
立
以

遍
勢
村
意
朔

梶
山
　
保
友

松
山
　
玖
也

九
昌
院
空
存

ｌ
Ｍ
普
普

山
口
　
清
勝

中
堀
　
幾
音

隅
田
　
路
春

高
本
　
松
意

藤
原
　
貞
因

中
林
　
素
玄

岡
田
　
悦
春

前
川
　
由
平

藤
田
　
不
琢

西
田
　
久
任

牧
野

　

一
得

和
気
　
遠
舟

井
原
　
鶴
永

北
峯
　
正
甫

西
山
　
梅
翁

翌

玉
万
句
」

に

見

え

る

俳

名

2 5 8 83 11 1 1 86 3 遠 近

1 1 1 1 1 8 3 1 1 7 11 落 花

1 1 9 8 3 1 4 5
１
桜

1 1 11 2 2 6 難  草

1 2 11 2 4 1 1 桜 ‖

鶯 笛

八
二



坂
上
　
西
柳

武
野
　
保
”

浜
田
　
春
倫

西
村
　
可
玖

中
堀
　
初
知

津

田

休

甫

夕
陽
庵
道
寸

半
井

　

一
六

伊
勢
村
重
安

蔭
山

無

陣

藤
山
　
休
安

生
自
庵
行
嵐

広
岡
　
に不
信

井

口

如

貞

高
滝
　
以
仙

56 99 3 7 3 1 3 6

38 27 8 39 1 2 5 1 2 1 62

4 2 5 3 5

36 6 4 1 4 37 7 68

6 6 2 3

6 3 1 2 8 2

注
　
出
典

一
覧

大
阪
　
夢
見

（蔭
山
休
安
撰
）
　
　
　
　
蛙
井

（山
口
清
勝
撰
）
　
　
　
　
　
　
　
堺
　
境
海

（
阿
知
子
顕
成
撰
）

鳥
帽

（喜
多
村
立
以
撰
）
　
　
　
落
花

（高
滝
以
仙
撰
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
埋
草

（正
法
寺
成
安
撰
）

遠
近

（西
村
吉
竹
撰
）
　
　
　
　
難
草

（中
村
宜
休

・
樋
口
如
見
撰
）
　
　
　
　
貝
殻

（長
谷
川
秀
政
撰
）

寛
伍

（南
元
順
撰
）

鷹

筑
―
―
鷹
筑
波

（寛
永

一
九
∧

一
六
四
二
∨
）
牛
　
飼
―
―
牛
飼
　
（万
治

一
）
　

　

小
町
踊
―
―
小
町
踊

（寛
文
五
）
　

法
　
華
―
―
誹
諮
法
農
華

（寛
文

一
二
）

毛
　
吹
―
―
毛
吹
草

（正
保
二
∧
一
六
四
五
∨
）

飽
　
屑
―
―
飽
層
集

（万
治
二
）
　

　

遠
　
近
―
―
遠
近
集

（寛
文
六
）
　
　
続
大
和
―
―
続
大
和
順
礼

（
　

″
　

）

毛
吹
追
―
―
毛
吹
草
追
加

（正
保
四
）
　
　
　
　
捨
　
子
―
―
捨
子
集

（
　
″
　
）
　
　
　
貝
　
殻
―
―
貝
殻
集

（寛
文
七
）
　

大
　
海
―
―
大
海
集
　
　
（
　

″
　

）

夢
　
見
―
―
夢
見
草

（明
暦
二
∧
一
六
五
六
∨
）

新
続
犬
―
―
新
続
犬
筑
波
集

（万
治
三
）
続
山
井
―
―
続
山
井

（
　
″
　
）
　

続
　
境
―
―
続
境
海
草
　
（
　

″
　

）

玉
　
海
―
―
玉
海
集

（
　
″
　
）
　
　
　
　
　
　
境
　
海
―
―
境
海
草

（
　
″
　
）
　
　
　
細
少
石
―
―
細
少
石

（寛
文
八
）
　

手
　
一繰
―
―
手
繰
舟
　
　
（
　

″
　

）

口
　
真
―
―
口
真
似
草

（
″
）
　
　
　
　
　
　
懐
　
子
―
―
懐
子
　
（
　
″
　
）
　

　

寛
　
伍
―
―
寛
伍
集

（寛
文

一
〇
）
　
続
詞
友
―
―
続
詞
友
俳
諾
集

（
　
″
　
）

見
　
山
―
―
昆
山
集

（
　
″
　
）
　
　
　
　
　
　
烏

帽
―
―
烏
帽
子
箱

（寛
文

一
∧
一
六
六
一
∨
）
蛙
　
井
―
―
蛙
井
集

（寛
文

一
一
）
名
所
―
―
勘
鑑
名
所
集

（
″
）

山昆
山
土
１
１
昆
山
土
塵
集

（
″
）
　
　
　
　
　
　
雀
　
子
―
―
雀
子
集

（寛
文
二
）
　

　

落
　
花
―
―
落
花
集

（
　

″
　

）

桜
　
川
―
―
桜
川
　
　
　
（
　

″
　

）

砂
　
金
―
―
砂
金
袋

（明
暦
三
）　
　
　
　
　
　
　
埋
　
草
―
―
埋
草
　
（寛
文
三
）
　

　

難
　
草
―
―
難
波
草

（
　

″
　

）
　
鶯
　
笛
―
―
鶯
笛

（寛
文

一
三
）

鶏
　
鵡
―
―
鶏
鵡
集

（万
治

一
Λ
一
六
五
八
∨
）

佐
　
夜
―
―
佐
夜
中
山
集

（寛
文
四
）

塵
　
塚
―
―
塵
　
塚

（
　

″
　

）

西
　
鶴
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
三

塵
塚

（池
嶋
成
之
撰
）

続
境

（阿
知
子
顕
成
撰
）

手
繰

（
　
　
″
　
　
）

90 口



八
四

と
も
あ
れ
、
十
五
右
か
ら
四
右
に
昇

っ
た
鶴
永
の
破
格
は
明
ら
か
で
、
次
に
遠
舟

（新
加
入
）
、　
一
得

・
久
任

・
不
琢

・
由
平

・
素
玄
の
昇

格
が
目
立
つ

（酔
鶯
も
い
る
が
）
。
こ
れ
に
新
し
く
加
え
た
貞
因

・
路
春

・
清
勝
を
併
せ
れ
ば
、
『
生
玉
』
出
句
者
重
視
は
、
誰
の
日
か
ら
見
て

も
明
ら
か
だ
ろ
う
。
そ
の
た
め
に
、
ま
ず
可
玖
以
下
の
五
名
を
除
か
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
次
に
無
睦
以
下
を
移
す
わ
け
だ
が
、
し
か
し
こ
れ

は
そ
う
す
る
こ
と
で
、
結
果
的
に
は
前
後
を
経
験
者
で
固
め
て
そ
の
中
に
新
人
を
繰
り
入
れ
る
形
と
な
り
、　
一
応
の
均
衡
が
保
た
れ
る
結
果
と

も
な
っ
て
い
る
。
そ
う
装
い
な
が
ら
新
人
を
は
め
こ
ん
だ
編
者
西
鶴
の
手
腕
を
称
す
べ
き
か
。
し
か
し
、
ど
う
装

っ
て
も
、
や
は
り

『
可
仙
』

に
お
け
る

『生
玉
』
重
視
の
印
象
は
拭
い
き
れ
な
い
の
だ
っ
た
。

表
②
は
、
『可
仙
傲
諮
臓
』
入
集
者
三
十
六
人

（除
か
れ
た
五
人
も
付
す
）
の
、
『可
仙
』

以
前
の
主
な
撰
集

へ
の
入
集
状
況
を
、

『
生
玉
』
出

句
者
と
そ
う
で
な
い
者
に
分
け
て
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
三
十
六
人
中

『
生
玉
』
に
入
る
者
十
五
人
。
ま
ず
他
の
二
十

一
人
の
入
集
状
況
を
見

る
に
、
『夢
見
草
』
よ
り
前
の
入
集
者
が
空
存

・
玖
也

・
保
友

上
思
朔

・
道
寸

・
休
甫
の
六
人

（彼
等
が
よ
い
位
置
を
占
め
る
の
が
再
確
認
で

き
る
）。
つ
い
で

『夢
見
草
』
初
出
が
秋
月

・
忠
由

・
栄
春

。
如
貞

・
休
安

・
重
安
の
六
人
。
こ
れ
で
過
半
。
残
る
九
人
の
う
ち
、　
宗
信
は
初

号
定
一房
で
あ
れ
ば

『
毛
吹
草
追
加
』
か
ら
。　
〓
ハ
は
万
治
三
年
刊
の

『新
続
犬
筑
波
集
』
。
立
以

・
方
女
は
寛
文
元
年
刊
『鳥
帽
子
箱
』
で
あ
る

が
、
立
以
は
該
書
の
撲
者
だ
か
ら
当
然
そ
れ
以
前
に
俳
歴
が
あ
ろ
う
。
残
る
は
行
風
（寛
文
四
年
刊

『佐
夜
中
山
集
し
、酔
鶯

（同
六
年
刊

『遠

近
草
し
、
宗
久
、
以
仙

（同
十
年
刊

『寛
伍
集
し
、無
睦

（同
十

一
年
刊

『落
花
集
し

の
み
。
こ
の
五
人
が

『
生
玉
』
の
主
勢
力
と
は
ぼ
同
時

期
と
い
え
よ
う
。
た
だ
し
、
右
の
う
ち
宗
久
は
前
述
の
如
ぎ
教
養
人
。
生
白
庵
行
風
は
狂
歌
で
名
高
く
、
寛
文
六
年
刊
の

『古
今
夷
曲
集
』
を

は
じ
め
と
し
て
、
『後
撰
夷
曲
集
』

（同
十
二
年
刊
）
、

『銀
葉
夷
丹
集
』
（延
宝
七
年
刊
）
の
撰
者
だ
っ
た
。
結
局
は
酔
鶯

。
以
仙

（『落
花
集
』

の
撰
者
）
、
無
陸
に
す
ぎ
ず
、
こ
れ
も
筆
者
の
調
査
洩
れ
を
恐
れ
る
。

繰
り
返
し
に
な
る
の
で
略
述
に
従
う
が
、
『
生
玉
』
出
句
者
の
中
で
空
存
等
十
二
名
と
は
ぼ
肩
を
並
べ
得
る
の
が
正
甫

・
悦
春

・
久
任

・
貞

因

・
路
春

・
宗
因
の
六
名
。
彼
等
が
宗
因
に
近
い
か
傍
観
的
立
場
に
あ
っ
た
こ
と
も
前
述
し
た
。
残
る
九
名
で
、
比
較
的
早
い
の
が
清
勝
と

一

得

（『鶏
鵡
集
』
と

『新
続
犬
筑
波
集
し

だ
が
、
清
勝
に
つ
い
て
は
乾
氏
に
確
定
で
き
ず

（「遠
近
集
の
研
究
し
、　
一
得
に
つ
い
て
も
種

茂

氏



翁
大
阪
談
林
俳
壇
の
研
究
」
Ⅲ
）
が
疑
間
を
出
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
確
か
に
二
人
の
こ
の
後
は
、
か
な
り
降
り
な
け
れ
ば
出
て
こ
な
い
。

あ
と
は
幾
音
が
若
干
早
い
が

（寛
文
三
年
刊

『
埋
草
し
、
以
上
三
人
を
含
め
て
右
九
人
は
大
差
な
い
と
考
え
て
よ
く
、
彼
等
が
寛
文
十
二
年
の

時
点
で

「
ハ
イ
カ
イ
ノ
ウ
タ
ニ
タ
ツ
シ
タ
ル
ヒ
ト
」
と
客
観
的
に
言
え
た
か
ど
う
か
は
か
な
り
疑
わ
し
い
。
も

っ
ど
も
、
右
の
事

実

は
既

に

『
画
図
』
に
お
い
て
も
そ
う
変
ら
ず

（新
人
で
は
清
勝
と
遠
州
が
加
わ
る
の
み
だ
か
ら
）
、
新
人
を
多
く
入
れ
よ
う
と
す
る
西
鶴
の
意
図
は
、

『
画
図
』
か
ら
既
に
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
た
だ
、
こ
の
種
の
編
纂
物
で
は
、最
後
の
数
人
を
誰
に
す
る
か
が
最
も
難
し
い
処
だ
ろ
う
か
ら
、
清

勝

・
遠
州
を
入
れ
て
仮
に
可
玖

・
初
知
を
落
と
す
事
態
と
な
っ
て
い
た
ら
、
局
面
は
か
な
り
厳
し
か
っ
た
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
こ
れ
に
座
順
の

移
動
を
加
え
れ
ば
、
や
は
り

『寄
仙
は
諾
腋
』
の
方
が
、
よ
り

『
生
玉
』
色
を
強
く
出
し
て
い
る
と
言
え
る
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
最
初
に
出
し
た
序
文
の
問
題
。
な
ぜ
西
鶴
は
初
撰
本
を
都
人
が
撰
ん
だ
よ
う
に
見
せ
か
け
、
再
編
で
は
内
容
を
変
え
な
が
ら
今
度
は

無
署
名
に
し
た
の
か
。
野
間
氏
は
絵
の
巧
拙
等
も
勘
案
さ
れ
な
が
ら
初
撰
本
を
半
分
は
道
楽
で
出
し
た
私
家
版
と
さ
れ
る
の
だ
が

（前
掲
稿
）
、

そ
れ
以
外
に
何
か
考
え
ら
れ
ぬ
だ
ろ
う
か
。
常
識
的
に
考
え
れ
ば
、
京
の
人
が
大
阪
の
歌
仙
を
撰
ん
だ
体
に
す
れ
ば
客
観
性
を
装
え
、
し
か
も

権
威
が
つ
く
。
し
か
し
、
林
定
親

・
川
崎
方
孝

（立
圃
門
）
、
岨
山
高
故

（重
頼
門
）
井
岡
喜
之

（貞
室
門
）
・
中
村
宜
体

（季
吟
門
）
等
々
を

除
い
て
い
て
は
ど
う
考
え
て
も
不
公
平
の
議
り
免
れ
が
た
く
、
い
ず
れ
底
が
割
れ
て
し
ま
う
。
そ
の
時
の
た
め
に
、
間
違
え
よ
う
も
な
い
処
を

間
違
え

（洛
葉
之
住
）
、
あ
り
も
し
な
い
よ
う
な
署
名

（雲
愛
子
）
を
付
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
し
て
、　
や
は
り
正
体
は
ば
れ
た
。　
な

ら
ば
猪
口
才
な
細
工
は
や
め
て
正
道
を
と
書
き
直
し
た
の
が
再
編
本
の
序
文
で
、
編
者
は
お
の
ず
と
判
る
筈
と
、
署
名
は
し
な
か
っ
た
。
内
容

の
改
変
ま
で
含
め
て
、
『
画
図
』
か
ら

『可
仙
』

へ
の
過
程
が
す
べ
て
西
鶴
の
意
志
で
行
わ
れ
た
の
か
、　
周
辺
に
助
言
あ
っ
た
か
、
想
像
を
た

く
ま
し
く
す
れ
ば
、
『
生
玉
』
興
行
時
西
鶴
に
何
ら
か
の
約
束
あ
り
、
強
い
要
請
が
あ
っ
て
変
え
ら
れ
た
と
か
、　
さ
ま
ざ
ま
な
事
態
が
考
え
ら

れ
る
が
す
べ
て
が
臆
測
、
い
ま
は
、
『
生
玉
万
句
』
興
行
に
成
功
す
る
や
す
ぐ
に
、
自
己
中
心
的
な
大
阪
俳
壇
編
集
を
や
っ
て
の
け
た
、
強
引

と
も
い
え
る
西
鶴
の
意
気
込
み
を
確
認
す
る
に
と
ど
め
て
お
く
。

表
③
は
、
『可
仙
は
諧
臓
』
入
集
者
の
、
『生
玉
』
以
後
の
主
に
西
鶴
の
編
纂
物
へ
の
入
集
状
況
を
、
『生
玉
』
出
句
者
と
そ
れ
以
外
に
分

け

て

西
　
鶴
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
五



山

口
　
清
勝

中
堀
　
幾
音

隅
田
　
路
春

高
木
　
松
意

藤
原
　
貞
因

中
林
　
素
玄

岡
田
　
悦
春

前
川
　
由
平

藤
田
　
不
琢

西
田
　
久
任

牧
野
　
一
得

和
気
　
遠
舟

井
原
　
西
鶴

北
峯
　
正
甫

西
山
　
梅
翁

「
生
玉
」
に
入
り

「番
仙
」
に
も
入

る
者

十
四

十

三

十

一

十

一
十 九 九 七 七 四 四 日 薔  仙

“

田 Ю 田 31 2 105 □ 独吟一日

17 11 お Ю 12 349 1蒻 18 大坂歳旦

躙
“

・８２

田

‐６９

“

・９４

“ Ю

２。４

イ

・６５

田

・５８

説

・６０

認

２４．

９

２２‐

２
靭
“

“

Ю Ю
古今手鑑

1 7 1 1 7 4 38 5 “
① 物  種

1 5 7 1 12 1 7
ヤ
③

54 2 ”
①

二  葉

脇 脇
後
座

1 ユ
者

1鵬 1 指
合 □ 大 失 数

34 2 認 6 3 86 7 16 点  滴

十

一

十

一
七 九

十
二

五 四 匡 日 山  海

2 18 37

"
“

4 14 8 13 97 98 ∞ □ 百人一句

七
十
五

十 曖 日 ニ ケ 津

∞ 38 31

“

| □ 高  名

表
③

「
訂
仙
」
入
集
者
の
以
後
西
鶴
編
纂
物
入
集
状
況

（含
号
仙
に
入
ら
ぬ

主
な
る

「
生
玉
」
出
句
者
）

八
六

津
田
　
休
甫

夕
陽
庵
道
寸

半
井

　

一
六

伊
勢
村
重
安

蔭
山
　
無
睦

蔭
山
　
休
安

生
自
庵
行
風

広
岡
　
ルホ
信

井

口
　
如
貞

高
滝
　
以
仙

井
岡
　
栄
春

八
木
　
さホ
久

谷

　

忠
由

自
江
　
酔
鴬

川
崎
　
方
女

片
山
　
秋
月

喜
多
村
立
以

意
勢
村
意
朔

梶
山
　
保
友

松
山

玖
也

九
昌
院

空
存

「
専
仙
」
で
「
生

玉
」
に
出
な

い
者

十
ハ

十
′ヽ

十
七

十

七

十

六
十
六

十
五

十
五

十

三

十

三

十

二

十

二 十 五 五 □ ■  仙

7
1

7 9 8 3 2 独 吟一 日

9 7 3 ヒ 1 大坂歳昌

1
屁
４ 9

％
ｂ 39

ン
７ 51 17 2

15肥

"

ａ
ｎ

139
あ

４
％

112
19

114

"

111
18

“
２

24e
58

卿
５

■

２ 古今手鑑

6 4 1 1 8 1 2 “
④

あ
③ 物  種

4
"

1 1 1

"
14 二  葉

1 脇 1 大 矢 数

認 18 1 1 3 点  滴

四 日 山  海

16

“

2 4 □ 百人三句

十
三 五

十
七 四 □ 三 ケ 津

14 η 7 9 高  名



大
須
賀
胤
久

志

水

正

察

早

川

西

随

小
野
松
縁

岩
井

武
仙

三
好
古
竹

中
堀

初
知

柏

　

一
礼

「
■
仙
」
で
「
生

玉
」
に
出
な

い
者

50 103 独l.・一 日

効 歳旦

231
56 古午 鑑

5 2 1 4 4 物  種

2 I 2 7 二  葉

1 1 銀 大 失 数

1 6 1 1 点  滴

十

一

十
七 1山  海

27 67 77 47 49 百人一句

三 ケ 津

高  名

示
し
た
も
の
で
あ
る

（『生
玉
』
の
他
の
主
要
メ
ン
バ
ー
も
付
す
）
。

こ
れ
を
見
れ
ば
、
『生
玉
』
出
句
者
と
の
関
係
の
方
が
密
な
る
こ
と
、　
一
見
し
て
明
ら
か
だ
ろ
う
。
『生
玉
』
に
出
な
い
方
で
は
、
玖
也

（延

宝
四
年
四
月
没
）
、
保
友

上
思
朔

・
立
以

。
以
仙

・
如
貞
等
、
宗
匠
と
し
て
立
机
し
て
い
る
現
役
と
は
密
だ
が
、　
空
存
以
下
、　
方
女

・
酔
鶯

・

忠
由

・
宗
久

・
栄
春

・
宗
信

・
無
睦

・
休
安
等
、
故
人
ま
た
は
老
齢
者

（ま
た
は
余
り
活
発
で
な
い
者
）
に
は
冷
た
い
。　
〓
ハ
・
道
寸

・
重
安

が
は
ど
は
ど
か
。　
一
方

『
生
玉
』
参
加
者
で
は
路
春

・
悦
春
が
例
外
で
、
他
と
は
も
れ
な
く
濃
密
な
関
係
を
保

っ
て
い
る
。
特
に
新
人
群
、
遠

州

。
一
得

・
不
琢

・
由
平

・
素
玄

・
松
意

・
幾
音

・
清
勝
等
が
目
立
つ
。
そ
し
て
ま
た
、
付
し
て
示
し
た
、　
一
礼

・
武
仙

・
松
緑

。
初
知

・
古

竹

・
西
随

・
正
察

・
胤
久
等
の

『腎
仙
』
に
は
入
ら
な
か
っ
た

『
生
玉
』
出
句
者
も
、
相
応
に
遇
さ
れ
、

『
百
人

一
句
難
波
色
紙
』

に
入
っ
た

の
だ
っ
た

（正
察
は

『古
今
誹
諧
師
手
鑑
』
に
入
り
、
『高
名
集
』
で
全
国
六
十
六
人
の
一
人
に
撲
ば
れ
る
）。
更
に
言
え
ば
、
右
の
う
ち
由
平

。
一
礼

。
武
仙
の
三
名
は
、
宝
永
二
年

（
一
七
〇
五
）
興
行
の
西
鶴
十
三
回
忌
追
善
集

『
こ
ゝ
ろ
葉
』
に
ま
で
つ
き
あ
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ

ス一
。

八
七

西

鶴

注
　
書
名
は
略
称
の
ま
ま
と
す
る
。

表
内
の
数
字
は
、

寄
仙

・
山
海

・
三
ケ
津
―
歌
仙
の
座
順
。

独
吟

一
日
―
追
善
発
句
１０５
の
順
位
。

大
坂
歳
旦
―
三
物
↓
巻
頭
三
物
（
９
組
）
、算
用
数
字
↓
引
付
３５０
句
の
順
位
。

古
今
手
鑑
―
上
段
は
全
２４６
ヽ
下
段
大
阪
５９
人
中
の
順
位
。

物
種

・
二
葉
―
付
句
入
集
数
　
下
の

（　
）
は
入
集
多
い
者
の
順
位

大
矢
―
漢
字
は
役
割
の
略
称
、
数
字
は
入
集
句
数

点
滴
―
入
集
句
数

百
人

一
句
―
全
９８
句
中
の
順
位

高
名
―
全
６６
句
中
の
順
位
。

□
は
巻
頭

・
巻
尾
、
な
い
し
は
そ
れ
に
近
い
者
。



因
み
に
記
せ
ば
、
延
宝
七
年
刊

『難
波
燻
』
の

「
俳
諧
点
者
」
に
名
を
連
ね
る
俳
人
は
次
の
如
く
で
あ
る
。

西
山
梅
翁
　
　
梶
山
保
友
　
　
大
津
如
貞
　
　
伊
勢
村
意
朔
　
　
井
原
西
鶴

西
村
可
玖
　
　
北
村
立
以
　
　
一昌
滝
益
翁
　
　
一剛
川
由
平
　
　
中
堀
幾
音

高
木
松
意
　
　
岡
西
惟
中
　
　
片
岡
旨
恕
　
　
和
気
遠
舟
　
　
野
山
軒
宗
貞

西
村
重
安

牧
野

一
得

青
木
友
雪

（惟
中
の
上
阪
は
延
宝
六
年
）

以
上
十
八
名
の
う
ち
、
『
生
玉
』
出
句
者
が
梅
翁

・
西
鶴

・
由
平

・
幾
音

。
一
得

・
松
意

・
遠
舟

・
友
雪

（執
筆
と
し
て
）

の
八
名
、　
こ
れ

に
延
宝
六
年
刊

『物
種
集
』
巻
末
の

「
大
坂
中
俳
諧
月
次
日
」
か
ら
、
松
緑
と
生
田
末
清
∧
管
見
の
範
囲
末
清
の

『生

玉
』
以
前

は

『落
花

集
』
に
「大
坂
／
末
清
」
∧
１
句
∨
を
数
え
る
の
み
）
を
加
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
彼
等
ま
た
、
各
自
、
お
の
れ
の
場
を
確
立
し
て
い
た
の
だ
っ

た
。
最
後
に
蛇
足
す
れ
ば
、
「
長
持
に
春
そ
く
れ
行
更
衣
」
が

『
可
仙
』
に
お
け
る
鶴
永
句
で
あ
る
。
試
み
に
こ
れ
を
、
「
我
が
身
や
心
の
月
や

影
法
師
」
（空
存
）
、
「す
り
こ
木
も
紅
葉
し
に
け
り
唐
か
ら
し
六
西
翁
）
、
「彼
玉
を
た
め
を
き
筒
の
花
火
哉
只
玖
也
、
謡
曲

「海
士
」
よ
り
）
、

「秋
来
ぬ
と
目
薬
ほ
と
の
け
さ
の
露
」
（保
友
）
、
「
君
か
春
や
万
歳
々
々
万
々
歳
」
（意
朔
）
等
の
言
語
遊
戯
的
な
旬
に
比
す
れ
ば
、
西
鶴
句
が

い
か
に
印
象
鮮
明
な
具
象
性
を
持

っ
て
い
る
こ
と
か
。
背
筋
を
ぴ
ん
と
伸
ば
し
て
坐
す
真
直
な
姿
勢
と
前
方
を
直
視
す
る
鋭
い
日
は
、

「
そ
し

ら
ば
誹
れ
わ
ん
ざ
く
れ
」
∩
生
玉
』
序
）
と
い
う
気
張
り
と
、
自
信
を
示
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

翌
延
宝
二
年
の
歳
旦
吟
か
ら
、
鶴
永
を
西
鶴
と
改
号
。

〓
一

『独
吟

一
日
千
句
』
の
追
善
発
句

さ
て
、
延
宝
三
年

（
一
六
七
五
）
四
月
二
日
に
妻
を
亡
く
し
た
西
鶴
は
、
同
八
日
に

一
日
独
吟
で
百
韻
十
巻
の
千
句
を
詠
ん
で
亡
き
妻
に
手

八
八
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表
④

「
独
吟

一
日
」
追
善
発
句

一
覧

八
九



「
独
吟
一
日
」
で

』糧
玉」
に出な

夢 見

鳥 帽

九
〇

62 6Cl 57 46 43 40 39 37 30

松
岡

宗
保

横
田
　
舞
蝶

高
田
　
直
成

官
原

冬
扇

平
井

梅
悦

豊
田

吉
次

中
村
　
敬
英

小
島
一　
良
賢

高
石
　
石
斎

氏
家
　
昌
忠

竹
島
　
冷
笑

野
沢
　
玉
規

谷
村
　
不
徳

広
瀬
　
一二
久

多
古
　
夕
風

武
部
　
友
定

光
吉

と夕
”

斎
藤
　
禾
刀

山
田
　
秀
信

吉
住

楽
少

浦
上
　
真
似

楠
本
　
一
不

１
朝

２
Ｕ

６

歩

■

１

大

青
遠 近

「
Ｊ 蛙 井

６
堺 落 花

3
難 草

桜 川

84
三
物

三
物 40 23 大坂

歳旦

７５

３９
古拿鑑

1 1 5 3 物 種

1 3 1 6 2 二 葉

1
後
座

１

定 1 大 矢

1 1 2 1 1 2 点 満

轟 九 山 海

百人
詢

三ケ津

高 名



78 76 75 74 68

高
山
　
一二
昌

日
本

春
也

岡
村
　
直
之

小
川
原
戯
言

岡
崎

秀
綱

村
上

儀

一

数
藤
一　
佐
重

内
田

綱
之

関
岡
　
破
瓶

磁
員

魚
市

家
長
　
一
有

石
川
　
無
哲

西
村
松
葉
子

沢
田
　
重
長

人
見
　
口
和

三
宅

独
友

今
村

外
風

平
野
　
末
成

森

　

種
成

中
原
　
不
背

三
宅

香
雪

大
石
暮
三
子

富
上
　
菊
永

箕
輸
　
存
計

1

‐・５
稲 04 173 86 螂 隔

蘭

2 2 1

３
冷

2
口EF 1 1

1
1 1

鮨需
1 1

1

１
朝
４

1

西

鶴

九

一

1



104

』粋疇」嘲肝な

広
橋
　
魔
顔

樋
口
　
如
見

夢 見

烏 帽

3
可内 遠 近

蛙 井

２
謝 落 花

難 草

三
物

桜 川

大爆旦
誇
手鑑

4 物 種

二 葉

大 矢

２
師 点 満

山 海

百人
一句

三 ケ津

高 名

６９
名

「
生
玉
」
に
出
た
者

49 84 59 1

童
歪

浄
鎖

書

×
三
好

古
竹

山
下
　
一
志

安
井

豊
由

井
手
　
一π
春

ｏ
西
田
　
久
任

ｏ
西
山
　
梅
翁

（３６
名
）

89 65

大
須
賀
胤
久

岩
井
　
武
仙

水
野
　
栄
市

ｘ
里
村
　
似
扇

ｏ
高
木
　
松
意

ｏ
藤
原

貞
因

67 34

ｏ
中
林
　
素
玄

ｘ
湊
　
　
武
慶

ｘ
渋
谷
　
間
也

ｘ
佐
々
木
重
吉

中
堀
　
初
知

柏
原
　
浄
久

103 69

柏
　
　
一
礼

萩
原
　
正
俊

下
山
　
心
入

松
山
　
一
飛

小
野
　
松
緑

小
西
　
正
行

ｏ
和
気
　
遠
舟

水
野
　
一
永

岩
田
　
峯
雪

志
水
　
正
察

ｏ
中
堀
　
幾
音

花
実
庵
貞
富

82

藤
田
　
長
正

野
中
　
風
角

衣
笠
　
常
頼

ｏ
岡
田
　
悦
春

ｏ
前
川
　
由
平

注
目
仙
は
諾
臓
に
入
る
者
　
○
印
↓
１５
名

空
存
―
寛
文
年
間
没

（俳
家
大
系
図
）
休
甫
―
明
暦
頃
没
。

栄
春
―
寛
文
末
延
宝
始
没
敷

（大
系
図
）。
玖
也
　
延
宝
四
年
四
月
没

意
朔

。
一
得

・
不
琢

・
清
勝
等
が
脱
け
る

ｘ
印
は

「
生
玉
」
に
姓
の
記
さ
れ
な
い
も
の

表
の
数
字
前
出
表
③
に
同
じ
。
た
だ
し
顕
成
の
古
今
手
鑑
下
段
は
堺
２．
名
中

（含
岸
和
国
１
）
の
順
位

向
け
、
大
阪
阿
波
座
堀
、
板
本
安
兵
衛
か
ら
出
版
し
た
。
そ
の
時
追
善
の
発
句
を
送

っ
た
者
が

一
〇
五
名
お
り
、
そ
れ
を
表
④
に
示
し
た
。
上

欄
の
数
字
は
並
ん
で
い
る
順
序
、
『
生
玉
』
に
既
出
の
者
は
後
に
名
の
み
ま
と
め
た
。
梅
翁

・
玖
也

・
保
友

・
可
玖

・
重
安

・
顕

成

・
宗

信

・

九
二



立
以

・
以
仙

・
貞
因
が
上
位
十
名
、
胤
久

・
如
見

・
素
玄

。
一
礼

・
慶
顔

・
遠
州
が
後
六
名
で
あ
る
。
こ
う
い
う
場
合
の
序
列
も
ま
た
詳
し
く

知
ら
な
い
が
、
し
か
し
上
位
に
名
士
を
配
し
、
後
尾
を
身
辺
で
固
め
た
と
言
い
得
よ
う
‐。
既
述
の
通
り
、
遠
州
が
巻
尾
を
つ
と
め
る
。

全

一
〇
五
名
の
う
ち
、
『
可
仙
』
に
名
を
連
ね
る
者
十
五
名
。
『
生
玉
』
は
三
十
六
名
。
鶴
永

・
守
武
を
除
い
て
も

『
生
玉
』
の
出
句
者
は
二

〇
四
名

（祝
賀
発
句
者
を
含
む
）
に
な
る
の
だ
か
ら
、
意
外
に
少
な
い
と
い
う
気
も
す
る
。
大
物
で
言
え
ば
伊
勢
村
意
朔
、
所
謂

同
輩

で

は

一
得

・
不
琢

・
清
勝
等
が
見
え
ず
、
そ
の
事
情
は
分
ら
な
い
。
摂
津

・
和
泉
近
辺
の
古
老
格
な
い
し
は
趣
味
人
た
る
中
で
は
三
田
浄
久

・
藤
田

長
正

（界
）
程
度
し
か
見
え
ず
、
堺

一
円
、
河
内
且
保

・
種
好
、
平
野
の
宗
静

・
勝
政
、
ま
た
大
阪
の
好
道
等
が
見
え
な
い
の
は
、
彼
等
が
直

接
西
鶴
と
交
渉
あ
っ
て

『生
玉
』
に
参
加
し
た
の
で
は
な
い
こ
と
を
物
語
る
か
も
し
れ
な
い
。
『
生
玉
』
関
係
者
の
意
外
に
少
な
い
理
由
は
如

上
の
ご
と
く
か
も
し
れ
ぬ
が
、し
か
し
、
梅
翁
以
下
の
上
位
十
名
が
、
大
阪
俳
壇
を
代
表
す
る
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
こ
と
も
間
違
い
な
い
だ
ろ
う

（顕
成
は
堺
）
。
右
の
事
実
は
つ
ま
り
、
彼
等
が

（宗
因
は
除
い
て
）
、
西
鶴
の

『可
仙
豚
詣
臓
』

を
公
に
認
め
た
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

故
人
の
追
善
と
い
う
条
件
が
あ
る
に
せ
よ
、
仮
に

『
寄
仙
』
が
恣
意
に
走

っ
た
許
せ
ぬ
も
の
と
受
け
取
ら
れ
て
い
た
ら
、
か
く
重
鎮
が
顔
を
並

べ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
ろ
う
。
き
わ
め
て
俗
的
で
は
あ
る
が
、
西
鶴
は
、
こ
こ
で
大
阪
俳
壇
を
編
集
す
る
に
足
る
人
物
と
公
認
さ
れ
た
。
中
に

は
公
刊
さ
れ
る
な
ど
思
わ
ぬ
人
も
い
た
か
も
し
れ
ぬ
が
、
と
も
か
く
西
鶴
は
認
知
さ
れ
た
と
感
得
し

（
ま
た
は
認
知
さ
せ
よ
う
と
考

え
）
、　
出

版
し
た
の
だ
。
そ
し
て
、
西
鶴
の
こ
の
自
信
の
発
露
こ
そ
が
、
翌
延
宝
四
年
正
月
の
、
あ
の
厖
大
な

『
大
坂
歳
旦
』
の
刊
行
だ
っ
た
と
思
わ
れ

る
の
で
あ
る
。

こ
こ
で

『生
玉
』
『可
仙
』
に
載
る
以
外
の
俳
人
に
つ
い
て
寸
言
す
る
と
、
阿
知
子
顕
成
は
既
に

『夢
見
草
』
（
１１
句
）
に
入
集
を
見
、
万
治

三
年
刊
の

『境
海
草
』
を
撰
じ

（
た
だ
し
那
賀
盛
之
の
遺
志
を
つ
ぎ
）
、
『
続
境
海
草
』
『手
繰
舟
』
（
と
も
に
寛
文
十
二
年
刊
）
の
撰
集
も
あ
っ

た
。
ま
た
最
も
注
目
さ
れ
る
の
が
片
岡
旨
恕

（
１７
番
）
で
あ
る
。
国
ホ
因
七
百
韻
』
（延
宝
五
年
刊
か
）
の

「
玖
也
追
善
」
百
韻
の
句
引
に

「
宗

因
家
従
」
と
載
る
旨
恕
は
、
早
く

『夢
見
草
』
に
一
句
入
集

（宗
琴
号
で
）
、
『大
海
集
』
（片
岡
松
舟
軒
旨
如
）
に
も
四
句
入
る
が

（
以
上
種

茂
勉
氏

「
大
阪
談
林
俳
壇
の
研
究
」
０
）
、西
鶴
と
の
関
係
で
は
、
延
宝
四
年
刊
と
推
定
さ
れ
る
当
人
編
の

『草
枕
』
に
西
鶴
と
の
両
吟
歌
仙

一

西

鶴
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
三



九
四

巻
、
西
鶴

・
西
舟

・
西
夕
と
の
四
吟
歌
仙

一
巻
が
収
ま
り
、
同
年
十
月
刊
の

『古
今
誹
諧
師
手
鑑
』
に
入
る
ほ
か
、
『大
矢
数
』
で
は
指

合

見

を
つ
と
め
、
コ
局
名
集
』
に
ま
で
及
ん
で
い
る
。

次
い
で
斎
藤
賀
子
の
父
禾
刀

（
３７
番
Ｙ

高
石
石
斎

（
５４
番
Ｙ

樋
口
如
見

（
１０１
番
）。
こ
全
二
名
は

『
百
人

一
句
』
ま
で
及
ぶ
。
ま
た
小

野

随
心

（
”
番
）
光
吉
定
祐

（
３９
番
）。
彼
等
は
延
宝
四
年
刊
の
宗
因
編

『
天
満
千
句
』
（如
見
）
や
翌
年
刊
の

『
宗
因
七
百
韻
』
（禾
刀

・
定
祐

・
如
見
）
に
参
加
、
石
斎
に
は

『珍
重
集
』
（延
宝
六
年
刊
）
も
あ
る
の
だ
か
ら
、
『
生
玉
』
以
前
に
俳
歴
あ
る
筈
だ
が
、
大
阪
の
撲
集
に
限
れ

ば
殆
ど
見
出
せ
な
い
。
ま
た
、
九
十
番
に
名
を
見
せ

『大
矢
数
』
に
一
句
出
す
岡
崎
秀
綱
は
大
和
宇
陀
の
住
、
西
鶴
序
を
有
す
る

『点
滴
集
』

注
⑨

に
一
五
二
句
の
最
高
句
数
を
入
れ
、
野
間
光
辰
氏
が
該
書
の
実
質
撲
者
と
さ
れ
る
人
物
で
あ
る
。
こ
の
追
善
句
送
付
者
と
最
も
重
複
し
て
名
の

載
る
の
が

『大
坂
歳
旦
』
の
五
十
二
名
で
あ
る
こ
と
は
年
時
の
近
接
か
ら
当
然
の
こ
と
だ
が
、
表
④
に
出
る
三
十

一
名
翁
曰次

。
一
友
を
除
く
）

の
他
に
、
『生
玉
』
出
句
者
で
次
の
二
十

一
名
が
い
る
。

貞
因

・
由
平

・
久
任

・
初
知

・
松
緑

・
幾
音

・
悦
春

・
元
春

。
一
飛

・
正
察

・
豊
由

・
栄
甫

・
峯
雪

・
一
志

・
武
仙

・
正
俊

・
一
永

・
古
竹

・
素
玄

・
一
礼

・
遠
州

逆
に
、
『独
吟

一
日
千
句
』
追
善
発
句
の
み
で
他
の
西
鶴
編

（
主
に
編
築
物
）
に
見
え
な
い
者
、
つ
ま
り
追
善
句
だ
け
で
姿
を
消
す
者

は
管

見
の
範
囲
次
の
二
十
名
で
あ
る
。

杉
本
玄
室
（
ｎ
）

今
井
宗
顕
（
２．
）

山
本
季
延
（
２３
）

楠
木
　
一
不
（
２７
）

浦
上
　
真
似
（
２８
）

吉
住
楽
少
（
”
）

竹
嶋
冷
笑
（
５．
）

氏
家
昌
忠
（
５２
）

中
村
敬
英
（
５６
）

宮
原
冬
扇
（
∞
）

横
田
　
舞
蝶
（
６２
）

大
石
暮
三
子
（
６８
）

〓
一宅
香
雪
（
７０
）

中
原
不
背
（
７．
）

沢
田
重
長
（
７７
）

石
川
無
哲
（
∞
）

家
長

一
有
（
８．
）

小
河
原
戯
言
（
９２
）

岡
村
　
直
之
（
９６
）

岡
本
春
也
（
９８
）
（
５７
番
豊
田
吉
次
は
判
別

不
明
で
除
く
。
氏
家
昌
忠
は

『生
玉
』
に
袋
屋
昌
忠
、
中
村
敬
英

・
家
長

一
有

・
岡
本
春
也
は

『点
滴
』
に

「
山
城
／
敬
英
」

「今
井
／

一

有
」
「南
都
／
春
也
」
と
は
あ
る
。

７．
中
原
不
背
は

「
不
省
」
と
読
め
、

『
歳
旦
』
１０６
の
中
原
不
省
と
同

一
人
か
）

こ
の
中
で
山
本
季
延
は
表
示
の
ご
と
く

『鳥
帽
子
箱
』
以
後
大
阪
の
撰
集
に
洩
れ
な
く
顔
を
出
し
、
相
応
の
俳
人
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
ま



た
小
河
原
戯
言
は

『
太
夫
桜
』
の

「
桜
五
」
と

「藤
熱
価
」
に
小
河
原
戯
言
で
名
あ
り

（藤
発
句
に
出
る

一
有

・
敬
英
も
家
長

一
有

・
中
村
敬

英
と
同

一
人
か
）
、
右
二
十
名
の
す
べ
て
が
全
く
活
動
な
か
っ
た
と
い
う
の
で
は
な
く
、今
後
の
調
査
で
訂
正
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
処
も
出
て
く
る
だ

ろ
う
。
な
お
本
八
十
三
番
の
ほ
か

『
大
矢
数
』
に

「
魚
市
」
と
し
か
出
ぬ
磯
貝
魚
市
も
、
『
太
夫
桜
』

（桜
五
）
に

「
イ
ソ
貝

魚

市
」
と
出
、

既
述
の
如
く
西
鶴
編
に
出
る
人
物
の
把
握
に
役
立
つ
。

四
　
大
坂
歳
旦
読殉

森
川
昭
氏
に
よ
っ
て
昭
和
五
十
年
六
月
号

「文
学
」
に
紹
介
さ
れ
た

『緋
大
坂
歳
旦
読
伽
』
（板
本

海
部
堀

本
屋
安
兵
衛
刊
）
、
所
謂
延
宝

四
年
西
鶴
歳
旦
帳
は
、
西
鶴
剃
髪
の
時
期
を
示
す
こ
と
な
ど
ま
で
含
め
て
、
実
に
貴
重
な
資
料
で
あ
っ
た
。
西
鶴
物
量
主
義
の
具
現
と
い
わ
れ

る
、
三
物
九
組
八
十

一
旬
、
歳
旦
発
句

（以
下

「引
付
」
と
い
う
）
三
五
〇
旬
に
及
ぶ
こ
の
歳
旦
帳
は
、
西
鶴
の
こ
の
時
期
の
大
阪
俳
壇
へ
の

姿
勢
を
、憤
憾
な
く
示
し
て
い
る
。
前
年
の

『独
吟

一
日
千
句
』
に
寄
せ
ら
れ
た
追
善
句
で
自
信
を
得
た
西
鶴
が
、更
に
そ
れ
を
不
動
の
も
の
と

す
べ
く
、
こ
の
厖
大
な
歳
旦
帳
を
企
画
実
践
し
た
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
引
付
二
番
目
梶
山
保
友
の
処
に

「
当
年
は
句
な
し
」
と
あ
る

の
だ
か
ら
、
少
な
く
も
大
物
に
つ
い
て
は
、
西
鶴
の
方
か
ら
求
め
た
こ
と
に
な
る
。
さ
て
そ
れ
な
ら
、
そ
の
内
実
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

表
⑤
は
、
三
物
の
九
組
と
引
付
四
十
番
ま
で
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
三
物
に
は

『
生
玉
』
出
句
者
が
四
名

（元
春

・
武
仙

・
重
成

。
尚
政
）
、

『独
吟

一
日
』
が
四
名

（慶
顔

・
石
斎

・
随
心

・
玉
親
）。
新
顔
は
、
野
間
氏

（『蹄
西
鶴
年
譜
考
證
し

が

一
族
で
は
な
い
か
推
定
さ
れ
る
松

遣
子
大
鶴

（『大
矢
数
』
で
は
松
雪
軒
）
、
ま
た

「鶴
」
の
字
の
つ
く
無
徳
庵
鶴
爪

（『
大
矢
数
』
で
は
松
寒
軒
）、
西
鶴
を
含
め
こ
の
二
人
が
第

一
組
を
担
う
。
二
組
以
後
の
新
顔
は
衣
笠

一
鶴

・
藤
田
通
意

・
安
平
次
重
春

・
松
井
梅

一
・
西
山
可
定

・
吉
田
川
柳

・
米
川
立
波

・
北
村
丸
鏡

・
少
□
不
知

・
須
田
幽
印

・
佐
生
酔
喜

・
野
田

一
竹

・
中
村

一
風

・
国
田
鶴
信

・
山
本
偽
庵

・
下
山
奇
貞
。
西
鶴
を
除
く
二
十
六
名
の
う
ち
十

八
名
を
数
え
る

（衣
笠

一
鶴
は
問
題
あ
り
）。
上
段
に

『生
玉
』

以
前
の
欄
を
設
け
て
あ
る
が

一
竹

一
風
以
外
は
見
出
し
得
ぬ
。

本
歳
旦
帳
以

西
　
鶴
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
五



表
０

「
大
坂
歳
旦
」
の
三
物
と
引
什
４。
位
ま
で

（森
川
氏
前
掲
稿
に
拠
る
。
以
下
も
同
じ
）

大

坂

歳

旦

。
三

物

υ
下

山

‐
奇

慎

υ山
本
　
偽
庵

沢
百

鶴
信

中
村

　

一
風

野
田

　

一
竹

森
川
　
尚
政

佐
生
　
酔
喜

須
田
　
幽
印

桜

井

重

成

少
一
一
不
知

北
村
　
丸
鏡

米
川
　
立
波

吉
田
　
川
柳

西
山
　
可
定

野
沢
　
玉
親

）松
井

梅

安
平
次
重
春

岩
井
　
武
仙

）
藤
田

通
意

梅
遊
軒
随
心

衣
笠

　

一
鶴

高
石
　
石
斎

広
橋
　
慶
顔

井
手
　
一九
春

無
徳
庵
鶴
爪

松
遺
子
大
露

松
寿
軒
西
鶴

那
草
７
大
坂
京

歳
ｒ

遠
近
１
難
草
１

↓
生
玉
祝

↓
生
玉

↓
独
吟

↓
生
玉

↓
独
吟

（生
玉
衣
笠
常
頼
）

↓
独
吟

↓
独
吟

↓
生
玉

1 5 1
物
種

t部 5 一
葉

1

１
京
屋

1

１
重
春

懐
番
１ 警3昇?

大

　

矢

１
大
坂

１
大
坂

１
大
坂

17
点

滴

,6

百

人

九
六

引
付
４０
位
ま
で
の
既
出
者

１
　
松
山
玖
也

２
　
梶
山
保
友

伊
勢
村
意
朔
　
４
　
西
村
可
玖

５
　
伊
勢
村
重
安

６
　
広
岡
宗
信

７
　
喜
多
村
立
以
　
８
　
井

口
如
貞

ｎ
　
藤
原
貞
因

２
　
西
田
久
任

Ｂ
　
牧
野
西
鬼
　
　
“
　
中
堀
初
知

“
　
斎
藤
禾
刀

ｒ
　
中
堀
幾
音

Ｂ
　
北
峯
正
甫
　
　
２‐
　
中
林
素
玄

％
　
高
山
三
昌

お
　
岡
田
悦
春

％
　
小
野
松
緑
　
　
″
　
岩
橋
豊
春

∞
　
志
水
正
察

認
　
生
田
宋
清
　
　
“
　
一二
好
古
竹
　
　
“
　
渡
辺
未
宇

“
　
谷
村
不
徳

（
“
人
中
　
新

は
９
人
）

Ｏ
印
は
管
見

の
範
囲
手
が
か
り
を
得
な
い
も
の
。
□
内
は
森
川
氏
の
推
定
。

９
　
高
滝
益
翁

Ю
　
前
川
由
平

２
　
柏

　

一
礼
　
　
８
　
光
吉
定
祐

”
　
生
松
勝
政

∞
　
安
井
豊
由

38 37 ∞ 34 24

"
19 14

は薇歳目
ｏ⑩

ｏ
野

口
口
守

ｏ
岩
井

一
静

ｏ
戸
松
飛
見

ｏ
大
西
顕
他

ｏ
橋
本
道
晴

川
崎
正
信

若
狭
藤
目

浅
沼
賛
也

林
　
定
親

・
霧

・
韻

Ю
雄

65
1

ま貞
1

１
位

1

"
3

‐８８
４

・５６
∞

3 1 2 1

1 1

指
合

2 1 1

十
三

二
津

還
折

日
百
今

圏
葉

高
を



後
で
は
、
大
鶴
が

『物
種
』
に
一
組
、
『大
矢
数
』
で
は
巻
頭
第
四

（
二
十
七
の
第
二
も
）
を
つ
と
め
る
。

鶴
爪
と
鶴
信
は

『大
矢
数
』
巻
頭

第
八
と
五
十
九
の
八
。
衣
笠

一
鶴
は

『生
玉
』
『独
吟

一
日
』
の
絹

（衣
）
笠
常
頼
で
は
な
い
か
と
も
臆
測
さ
れ
る
の
だ
が

（
た
だ
し

『大
矢

数
』
に

「撰
頼
」
あ
り
）
そ
れ
は
措
き
、
『物
種
』
に
七
、
「
一葉
』
に
四
、
『点
滴
』
に
二
十
三

（「
大
坂
／

一
鶴
し
、
そ
し
て

『大
矢
数
』
で
は

「懐
紙
番
繰
」
を
つ
と
め
た
。
『
百
人

一
句
』
ま
で
残
る
の
が
吉
田
川
柳
と
北
村
丸
鏡
。　
あ
と
は
何
と
も
言
い
難
く
、
全
く
足
跡
ら
し
き
も
の

も
掴
め
ぬ
の
が
○
印
の
五
人
で
あ
る
。

次
に
引
付
上
位
の
四
十
名
。
そ
の
う
ち

『独
吟

一
日
』
ま
で
に
顔
を
出
さ
ぬ
者
わ
ず
か
に
九
名
。
し
か
し
そ
の
う
ち
浅
沼
賛
也
含
本
貞
）
と
西
鶴

の
関
係
は
周
知
の
通
り
で
、林
定
親
Ｇ
牛
飼
』
１７７
『慕
素
』
１
、号
器
水
Ｖ
若
狭
藤
昌
∩
鶏
鵡
』
１３
『捨
子
』
２３
Ｙ
川
崎
正
信
は
西
鶴
と
の
交
渉
は
浅
い

方
だ
一が
大
阪
俳
壇
で
は
相
当
の
地
位
を
保

っ
て
い
た
Ｇ
西
鶴
名
残
の
友
』
巻
ニ
ノ
四
で
定
親
を
立
圃
の
問
弟
と
し
て
姿
背
か
ず
と
評
し
、正
信
に

つ
い
て
も
同
書
巻
五
ノ
ニ
で
、
一
礼
・竹
亭
・昨
非
・素
龍
・鬼
貫
と
の
同
座
の
様
を
記
す
）
。彼
等
を
含
め
た
こ
と
自
体
に
、斯
界
を
網
羅
し
よ
う
と

し
た
西
鶴
の
意
図
が
う
か
が
わ
れ
よ
う
。
○
印
の
橋
本
道
晴
等
五
名
は
、
現
在
手
が
か
り
を
得
て
い
な
い
。
し
か
し
、
上
位
四
十
名
の
メ
ン
バ

ー
を
見
る
と
、
大
阪
俳
壇
知
名
士
の
オ
ン
バ
ン
ー
ド
と
言
っ
て
よ
く
、
願
い
か
な
っ
た
西
鶴
の
鼻
う
ご
め
か
す
顔
が
髪
発
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

し
が
じ
こ
こ
，に
大
き
な
不
審
が
残
る
。
森
川
氏
に
既
に
論
あ
る
ご
と
く
、
師
宗
因
の
句
が
載
ら
ぬ
こ
と
で
あ
る
。
宗
因
は
前
年
春
東
下
し
て

『談
林
十
百
韻
』
の
巻
頭
を
吟
じ
た
が
同
年
六
月
に
は
帰
阪
、
句
を
出
せ
な
い
筈
な
か
っ
た
。

『生
玉
万
句
』
か
ら

『高
名
集
』
ま
で
、　
西
鶴

の
手
に
な
る
編
纂
物
で
宗
因
の
名
が
な
い
の
は
本
歳
旦
帳
の
み
。
し
か
も
そ
の
殆
ん
ど
が
、
巻
頭
を
飾

っ
て
い
る
の
で
あ
る

（
表
０
参
照
）。

仮
に
大
阪
俳
壇
を
網
羅
し
た
と
し
て
も
、
師
宗
因
の
句
が
な
け
れ
ば
、点
睛
の
妙
を
欠
く
こ
と
に
な
る
。
森
川
氏
は
、
前
掲
誌
解
説
で
い板
坂
元

・
島
居
清
氏
の
説

（板
坂
氏
は
宗
因
と

一
般
談
林
俳
人
と
の
間
に
作
風

・
教
養

・
生
活
感
覚
等
で
相
当
の
隔
り
が
あ
っ
た
こ
と
、
島
居
氏
は
西

鶴
に
連
歌
の
作
品
が
な
か
っ
た
こ
と
が
連
歌
師
宗
因
と
の
間
で
重
大
な
問
題
と
な
る
）
を
享
け
ら
れ
な
が
ら
、
更
に
堺
の
糸
割
符
商
人
で
俳
譜

一
辺
倒
だ
っ
た
ら
し
い
高
石
石
斎
の
三
物
参
加

（貞
享
二
年
の
糸
割
符
紛
争
時
高
石
石
斎
側
と
伊
丹
屋
六
左
衛
門
が
対
立
、
伊
丹
屋
は
連
歌
を

嗜
み
宗
因
と
も
交
流
あ
り
、
上
記
紛
争
は
俳
諧
派
と
連
歌
派
の
対
立
と
も
な
っ
て
い
た
―
前
田
金
五
郎
氏
前
掲
稿
）
か
ら
、
右
説
に
左
担
さ
れ

西
　
鶴
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
七



表
⑥
　
「
大
坂
歳
旦
」
で
手
が
か
り
ま
た
そ
の
可
能
性
の
あ
る
者

「
花
」
は

「
道
頓
堀
花
み
ち
」

看
田

一
黙 :||

小
哺

柳
枝

艤
田

一
舟

衣
笠
　
為
鮨

野
田
　
正
次

百
田
　
風
颯

高
野
　
幸
副

桑
門

願
座

木
屋
　
柴
舟

武
村

昌
数

百
川

定

ロ

大
倉
　
可
春

野
里
　
貞
古

栗
本
　
一
信

間
岡

正
友

二
月

正
重

コ
畑

正
重

津

正
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ｚ
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利
重

奪
上
　
正
保

朦
掛

一
之

い
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可
政

鷺
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オ
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方
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Ｆ
村

南
達
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江
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満
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消

オ
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笑

¨
点

１
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勒
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坂
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２
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点
１
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矢
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矢
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１
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点
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1

大
坂

九
八

古
川
　
ｎ
次

岩
井
　
不
丸

胚

　

西
千

狭
　
貞
昌

西

知

野

正

次

上
本
町
重
勝

嶋
谷
　
信
重

山
崎
　
問
楽

下
町
　
友
保

町

政
寛

野
溝
　
頼
治

野
田
二
郎
吉

国
井
如
水

尼
崎
　
正
次

尼
崎
　
正
春

半
田
　
正
任

関
　
　
忠
菫

山
下
　
重
次

嶋
谷
　
信
童

下
町
　
一
友

井
筒
　
正
好

志
水
　
藤
女

紙
谷
　
如
扶

高
岡
　
正
由

吉
田
　
庭
柳

中
村
　
一九
也

野
河
　
一
知

同
孫
小
弁
女

佐
伯
　
正
次

↓

笙
尼
崎
正
次

コ
劃
「
姻
副

↓

＆
割

１

饉

４
人

坂

悧

草

８
大

阪

　

一
点

８
　

大

坂

|

難
草
１
　
大
坂

鳥
１
　
柏
屋

↓

“

と̈
ダ
プ
リ

落
２
　
大
坂

蛙
１
尼
崎

鳥
１
　
♭
勁
忌

母
弁
女
は

玉
海
５

一
二
５
メ
タ
　
点

４
　

，
徹

一
点

８
点
１
　
筑
　
前
西
千

〓
１
　
案
袋
子

〓
２
　
大
矢
　
西
知

物
１
　
ニ
ー

点
３
　
大
坂

寛
F

京3

大
海
１
　
大
坂
住

¨
〓
１
　
柳
枝
軒

訓
「
副
劇
副

生
　
井
田

生
　
大
塚

物
１
　
備
前

生
|

息

物

難
千
に
伴

・
丸
氏

点
１
　
女
歌
十

大
矢
　
百
“
　
一一一序

点
１
　
大
坂

花
２

生

　

一
知



276 262 251 246 237 85 45

江
川

久
勝

森

署

森
川
　
一
雪

木
村
　
一
ロ
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車
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町
正
近

日
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重
継

・耕

　

自
玉

中
西
　
方
重

滝
田
　
正
長

大
山
　
市
富

竹
内
　
正
年

岩
屋

秋
夕

丁
野
　
伝
武

近
藤
　
孟
之

辰
巳
　
由
規

下
町
　
弥
之

岡
本
　
益
西

中
原

寿
庵

277 838 2118 182 60

小
野
　
改
英

田
中

政
房

高
山
　
信
貴

□
風

上
坂
　
知
友

沙
門

愚
念

津
田
　
転
元

釈

　

寿
慶

橋
波

可
清

四
橋

久
年

岡
本

有
三

沢
本

副
長

石
田
　
正
綱

岩
屋
　
夢
回

土
屋
　
空
笑

田
中
　
一
栗

鈴
木
　
慮
哉

水
男
　
一
友

岡
　
　
正
猶

中
川
　
一万
窓

264 239 232 220 2119 202 1■

木
村

家
次

今
喜
田
政
辰

長
谷
川
久
貞

田
中
　
一
染

土
屋
　
独
詠

□
物
　
宣
柔

今
井
　
清
久

三
田
　
乗
船

安
田
　
正
意

志
水

喜
□

渡
辺
　
瓦
石

高
嶋

琴
曝

宇
田
　
門
柳

原
田
　
清
里

一
瀬
　
河
風

小
曽
根
東
鶴

須
田
　
一二
白

泉
　
　
一
祐

斎
藤

宗
保

太
刀
　
勝
吉

279 258 249 2411 233 222

下
町
　
重
延

西
尾
　
少
心

中
村
　
知
水

住
吉
　
松
柳

縣
　
　
一九
昭

榊

　

基
則

伏
見

梅
水

桑
津
　
知
行

網
干
　
如
瓢

谷
市
　
方
草

田
官

正
綱

栗
岡
　
玉
重

東
　
　
不
遠

桜
井
　
不
心

水
科
　
如
常

下
町
　
正
勝

高
嶋
　
如
犬

森
本
　
一二
木

林
富
　
定
由

長
浜
　
正
光

234 204 190 im 76

下
町
　
良
房

近
江
　
柳
上

浅
山
　
可
□

扇
子
　
岸
柳

松
園
　
一九
祐

北
村

丸
□

福
嶋
　
良
永

池
見

鹿
子

下
川

幸
政

桜
井
　
友
親

北
村
　
長
久

同
　
　
玉
次

合
田
　
国
次

中
坂
　
腎
友

竹
内
　
永
吟

村
瀬
　
松
参

志
水
　
貞
覇

半
田
　
善
柳

不
計
　
長
賢

森
田
　
忠
辰

274 260 252 242 235 224 2115 142

京
　
　
光
寛

岡

　

　

一
由

津
山
　
未
定

沢
村

梅
柳

下
町
　
忠
縄

藪
田
　
重
春

松
井
　
糸

一

山
下
　
一
風

河
口
　
正
綱

富
士
山
貞
行

谷
町
　
風
扇

日
出
　
仲
光

泉
井
　
為
十

下
町

友
清

梶
浦
　
良
大

本
照
寺
日
信

天
王
寺
貞
信

水
田
　
一九
清

竜
野

安
知

高
安

275 253 244 236 225 216 122 106 82

下
町
　
と不
好

生
玉

鏡
応

庄
司
　
重

一

赤
井
　
風
流

井
上
　
銀
勝

下
町
　
寸
詠

谷
町
　
松
隣

内
越
町
季
繁

多
田
　
神
也

熱
田
　
嘉
昌

塗
師

豊
時

千
草
　
回
長

花
岡
　
正
船

岩
田
　
伊
清

森
本

重
夫

釈

　

春
翁

中
原
　
不
省

野
里
　
貞
継

下
町
　
伊
喜

岸
田

愛
宗

表
０
　
「
大
坂
歳
旦
」
で
手
が
か
り
の
な
い
者

西

鶴

九
九



鰤 記5 帥7 側0

備
後
町
元
長

本
町
　
独
枕

笛

　

荷
葉

下
町
　
一笛
甚

浜
田
　
重
光

尼
崎

永
氏

337 326 測9 〕l

袴
　
　
不
竹

下
町
　
宗
氏

下
町
　
山
頭

官
田
　
一万
常

宮
田
　
竜
慶

松
井

洒
水

"8

脱

査

竃

市
振
　
一π
房

下
町
　
回
重

来
田
　
伸
俊

下
町
　
雲
梯

尼
崎
　
任
誓

脚 320 Ⅲ3

釈
　
　
白
天

奈
良
　
一
市

□
□
一　
住
扇

下
町
　
笑
酔

下
町
　
清
友

柏
　
　
正
信

331 372 ‖4 296

松
井
　
高
明

榊
原
　
イ
志

中
嶋
一
吉
昌

泉
　
　
清
佐

明
石
　
永
重

観 帥5

友
田
　
吉
次

江
戸

イ
吟

下
町
　
碁ホ
巳

松
浪
　
黙
斎

土
室
　
一
団

334 324 315

備
後
町
勝
平

潤
界
軒
イ
個

下
町
　
□
木

宮
田
　
利
忠

大
田
必
改
子

既
出
の
者

346 336 昴 197 103

森

　

種
成

平
野
　
治
平

山
田
　
秀
信

重
村

忠
友

関
岡
　
破
瓶

須
藤

佐
重

萩
原
　
正
俊

木
村

政
働

平
野

末
成

松
坂
　
一
飛

独
二
一

生 独 生 独 独 生
・
独

生 独
・物
二
一

生

339 268 87

和
気
　
遠
舟

横
地
　
夢
遊

平
井

一興
悦

山
下
　
一
志

村
上
　
儀

一

玖
生
　
旦
保

人
見

口
和

日
野
　
一
枝

鷲

　

本
秋

広
橋

三
久

生
等

独

・
独 生

・
独

独 生 独 独 生
二
一

独

鋤 340

天
王
寺
道
寸

水
野

‐栄
市

四
条

得
直

玉
造
　
光
友

阿
５
　
寸
志

三
宅
　
独
友

暦

宴

井
手
　
一九
之

水
野
　
一
永

筒
井
　
道
竹

野
等

生
・古
今
・独

生

・
大
矢

生 生 独 独 独 生
・独

生

341 102

佃
田
　
正
猛

泉

　

和
書

吉
本
　
立
川

池
田
　
一
竹

生
玉
　
ル本
本

植
村
　
正
勝

岩
田
　
峯
雪

白
石
　
酔
白

松
岡
　
宗
保

生 生 生

・物

二
一

生 独 生 生

・
独

生

物

独

（
３‐０
名
中
３９
名
）

る
。
確
か
に
、
表
示
し
た

（表
③
）
の
西
鶴
編
著
は
宗
因
の
峻
拒
が
な
い
限
り
載
せ
ら
れ
る
わ
け
だ
が
、
延
宝
八
年
五
月
興
行
の

『
大
矢
数
』

に
巻
頭
第
二
を
送

っ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
故
意
に
与
え
な
い
程
関
係
が
悪
化
し
て
い
た
と
は
思
わ
れ
な
い
。
こ
の
時
点
で
の
宗
因
と
西
鶴

の
関
係
は
暫
く
保
留
し
て
お
く
。

次
に
引
付
四
十
位
以
下
で
あ
る
。
表
０
に
引
付
四
十

一
位
以
下
三

一
〇
人
の
う
ち
、
凝
わ
し
い
者
ま
で
含
め
て
可
能
性
あ
る
者
を
示
し

（重

一
８



出
者
等
も
含
む
）
煩
わ
し
く
な
る
が
表
０
に
は
手
が
か
り
の
な
い
者
を
、
そ
の
後
に
既
出
者
を
示
し
た
。
既
出
者
か
ら
記
す
と
三

一
〇
名
中
三

十
九
名
。
こ
れ
に
上
佳
四
十
位
中
の
三
十

一
名
を
加
え
る
と
七
十
名
。
三
物
で
八
名
を
数
え
る
か
ら

（衣
笠

一
鶴
は
含
ま
ず
）
、
『大
坂
歳
旦
』

に
出
る
中
の
既
出
者
は
七
十
八
名
と
い
う
こ
と
に
な
る

（
‐８７
の
吉
重
等
若
干
加
わ
る
か
も
し
れ
な
い
）
。

何
ら
か
の
手
が
か
り
あ
り
そ
う
な
の
が
九
十
名
弱
。
そ
の
う
ち

『
百
人

一
句
』
に
名
を
連
ね
る
の
が
古
川
定
圃
（
８３
番
）
、
深
江
乗
竹

（
１１９
）
ヽ

斎
藤
賀
子

（
１５２
）
ヽ
下
町
政
寛

（
畑
、
京
屋
政
寛
と
見
て
よ
い
だ
ろ
う
）
の
四
名
。
賀
子
の
登
場
が
注
目
さ
れ
る
。
他
は
、
『古
今

誹
諧

師

手

鑑
』
に
入
る
摂
津
池
田
の
佐
伯
弁
女
の
父
、
正
次

（
２２９
↓
玉
海
」
に
５
句
入
集
）
、同
孫
小
弁
女

（
２３０
）
、
『
三
ケ
津
』
の
序
者
紙
谷
如
扶

（
別
）
、

『
女
歌
仙
』
に
入
る
初
女
（
１５３
）ヽ

同
じ
く
志
水
藤
女
（
犯
）
、
筑
前
の
古
川
自
次
（
郷
）等
が
目
立
つ
程
度
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
中
の
高
野
幸
則

（
９５
）
が
ヽ
先
に
掲
げ
た

「柴
屋
寺
奉
納
発
句
」
六
十
五
番
に
見
え
る
大
坂
住
の
高
野
伊
右
衛
門
幸
則

（同
発
旬
に
は
惟
中

。
以
仙

・
如
見
、

『
生
玉
』
執
筆
等
で
知
ら
れ
る
伊
藤
道
清
が
入
る
）
と
同

一
人
で
あ
る
可
能
性
が
強
い
な
ど
、
ま
だ
問
題
は
残

っ
て
い
る
。
ま
た
、
大
鶴
、
鶴

爪
、
鶴
信
の
他
、
小
曽
根
東
鶴

（
１１２
↓
表
０
）
、
市
川
西
三

（
１６３
）
ヽ
畑
西
知

（
棚
）
、
林
西
干

（
調
）
と
、
「鶴
」
「
西
」
の
付
く
者
も
出

て
く

る
。上
記
の
う
ち
、西
三
は

『
大
矢
数
』
の
西
三
、
西
知
は
「
一葉
』
（畑
西
知
）
、『大
矢
数
』
の
西
知
、
西
干
は
『点
滴
』
に
出
る
「筑
前
／
西
干
」
と

同

一
人
だ
ろ
う
。
東
鶴
は
管
見
の
範
囲
他
に
見
出
さ
な
い
が
、
思
い
出
さ
れ
る
の
は
明
和
七
年

（
一
七
七
〇
）
の

『
絵
本
舞
台
扇
』
の
自
序
に

「摂
陽
西
鶴
孫
東
鶴
」
と
署
名
し
た
者
の
い
る
こ
と
で
あ
る

（野
間
光
辰
氏

『
蹄
西
鶴
年
譜
考
證
し
。　
こ
の
東
鶴
は
松
村
氏
、
赤
松
堂

と
号

し
、
祗
空
間
の
俳
人
の
由
で
、
野
間
氏
が
西
鶴
孫
の
可
能
性
な
く
は
な
い
と
さ
れ
る
人
物
で
あ
る
。
も
と
よ
り
こ
の
東
鶴
と
は
関
係
な
い
の
だ

が
、
同
じ
名
が
出
た
の
で
付
言
し
た
。

お
わ
り
に

表
０
０
は
ま
だ
調
査
が
行
届
か
な
か
っ
た
り
判
別
不
能
の
者

（
２２６
重
次
、
鵬
正
次
、

２８‐

一
友
等
）
が
あ

っ
た
り
し
て
き
わ
め
て
不
充
分
な
も

西

鶴
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
一



一
〇
二

の
で
、
御
教
示
を
得
た
い
が
、
し
か
し
、
西
鶴
の

『
大
坂
歳
旦
』
に
か
け
た
意
気
込
み
の
す
ご
さ
は
感
得
で
き
る
だ
ろ
う
。
現
段
階

で
言

え

ば
、
確
か
に
無
名
の
素
人
に
近
い
者
で
過
半
は
占
め
ら
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
、
例
え
ば

「
下
町

一
笑
」
（
４３
）
の
如
く

「
下
町
」

を
冠
す
る
者

だ
け
で
二
十
三
名

（他
に
６５

・
６８

・
‐１８

・
‐‐２

・
‐‐９

・
２３６

・
２

・
２７９

・
２８０

●
２８‐

●
２８４

・
３０２

・
３０３

・
３０７

・
３０８

・
３‐‐

．
３‐２

・
３‐５

・
３‐６

・
３‐８

・
３‐９

・
３２６
０

し
か
も
こ
の
中
に
は
、
『太
夫
桜
』
『点
滴
集
』
等
に
顔
を
出
す

「
下
町
百
切
」
は
出
て
い
な
い
）
、
そ
の
他
内

越

町
季
範

（
２‐５
）
ヽ
同

正
近

（
２‐７
）
ヽ
谷
町
風
扇

（
１７７
）
ヽ
同
松
隣

（
２２５
）
ヽ
備
後
町
勝
平

（
３３４
）
ヽ
同
元
長

（
３３５
）
等
、
と
も
か
く
西
鶴
が
大
動
員
を
か
け
た
と
い
う
印
象
は

拭
い
き
れ
な
い
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
う
い
う
泡
沫
が
多
か
っ
た
と
し
て
も
、
上
位
四
十
名
は
、
師
宗
因
を
欠
く
と
は
い
え
、
見
て
き
た
如

く
大
阪
俳
壇
の
知
名
者
を
殆
ど
網
羅
し
て
い
た
。
数
へ
の
志
向
が
西
鶴
の
真
骨
頂
で
あ
る
と
す
れ
ば
本
歳
旦
帳
も
ま
た
そ
の

一
典
型
で
あ
ろ
う

し
、
そ
う
い
う
中
か
ら
新
し
い
も
の
を
獲
得
し
て
い
く
の
が
西
鶴
の
特
徴
で
あ
る
す
と
れ
ば
、
上
記
大
物
を
揃
え
得
た
と
い
う
こ
と
で
、
こ
の

歳
旦
帳
の
成
就
も
、
頻
る
大
き
な
自
信
を
与
え
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
こ
で
西
鶴
は
、
大
阪
に
確
た
る
地
位
を
築
い
た
と
確
信
し
た
の
で

あ
る
。

そ
れ
か
あ
ら
ぬ
か
、
西
鶴
は
同
じ
延
宝
四
年
十
月
に
は
総
二
四
六
名
に
及
ぶ

『
古
今
誹
諧
師
手
鑑
』

を
編
集
し
て
眼
を
全
国
に
向
け
、

『物

種
集
』
（延
宝
六
年
刊
）
コ
一葉
集
』
（
同
七
年
刊
）
で
も
各
地
に
目
を
注
ぐ
。
山
口
信
章

・
松
尾
桃
青

・
谷
木
因

。
中
村
西
国

・
釈
西
波

等

が

新
し
く
視
界
に
入
っ
て
き
、
い
わ
ば
本
歳
旦
帳
に
出
る
無
名
の
近
辺
者
を
切
り
捨
て
る
形
で
新
し
い
人
脈
が
形
成
さ
れ
、
そ
れ
が
や
が
て
壮
大

な

『
大
矢
数
』
に
繋

っ
て
い
く
の
で
あ
る
。
『物
種
』
コ
一葉
』
ま
た
、　
一
つ
の
転
機
で
あ

っ
た
。
俳
諧
師
本
来
の
連
衆
と
の
交
歓
も
、
む
ろ
ん

こ
れ
以
前
に
も
あ
る
に
は
あ
る
の
だ
が
、
延
宝
四
年
頃
か
ら

一
段
と
賑
や
か
に
な
っ
て
い
く
。
本
稿
で
は
そ
こ
に
ま
で
目
が
及
ば

な

か

っ
た

が
、
次
稿
で
は
で
き
る
か
ぎ
り
そ
れ
に
も
目
を
配
り
つ
つ
、
『物
種
』
「
一葉
』
を
中
心
に
、

『
大
矢
数
』

に
到
る
ま
で
の
展
開
を
追
尋
し
て
み

た
い
。
筆
者
が
い
ま
興
味
を
持

っ
て
い
る
の
は
、
『
生
玉
万
句
』

で
実
質
的
に
出
発
す
る
俳
諧
師
西
鶴
が
、　
ど
の
よ
う
に
し
て
自
己
の
周
辺
に

人
を
集
め
、
ど
う
い
う
俳
人
と
長
く
接
触
を
保
ち
ど
の
俳
人
を
切
り
捨
て
て
い
る
か
、
ま
た
ど
ん
な
形
で
新
し
い
血
を
移
入
し
て
い
る
か
、
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
同
時
期
の
大
阪
俳
人
の
う
ち
、
遂
に
彼
と
交
差
す
る
こ
と
の
な
か
っ
た
者
の
い
る
こ
と
も
、
問
題
と
な



る
で
あ
ろ
う
。

（
昭
和
６０
年
１
月
１８
日
）

注
０

先
稿
で
は

『
生
玉
万
句
』
前
後
を
併
せ
て
処
理
し
て
い
る
。

注
②

こ
の
こ
と
に
関
し
て
は
、
平
野

・
泉
州
の
人
多
い
の
を
宗
因
の
力
と
さ
れ
る
飯
田
正

一
氏
の

「
土
橋
宗
静
」
∩
関
西
大
学
文
学
論
集
」
九
巻

三
号
、
昭

和
３４

・
６
）
の
論
あ
る
を
あ
と
で
知
っ
た
。

注
③
　
『
玉
生
万
句
』
の
興
行
に
つ
い
て
は
、
野
間
光
辰
氏
が
追
加
三
句
の
後
の

「寛
文
十
三
癸
丑
林
鐘
十
八
日
」
か
ら
六
月
の
興
行

（『
西
鶴
年
譜
考
證
し

と

さ
れ
た
の
に
対
し
板
坂
元
氏
が
追
加
の
発
句
が
春
だ
か
ら
春
の
興
行
で
は
な
か
っ
た
か
と
疑
義
を
出
さ
れ

（「野
間
光
辰
氏
著

『
西
鶴
年
譜
考
證
』、
「
国
語

と
国
文
学
」
昭
和
２７

・
‐０
）ヽ

野
間
氏
も
そ
れ
に
賛
意
を
示
さ
れ
て
い
る
の
だ
が

（『鵬
西
鶴
年
譜
考
證
し
、
前
田
金
五
郎
氏
が
、
後
述

「
土
橋
宗
静
日
記
」

の
寛
文
十
三
年
二
月
十
四
日
の
記
事

（西
鶴
を
排
除
し
た
と
考
え
ら
れ
る
万
句
興
行
に
触
れ
る
）
か
ら
、
『
生
玉
』

の
春
興
行
は
無
理
で
、　
六
月
と
考
え
る

べ
き
だ
と
の
見
解
を
出
さ
れ
て
い
る
。

注
０
　
『
西
鶴
論
叢
』
（中
央
公
論
社
　
昭
和
５０

．
９
）
所
収

「
『
大
坂
歌
仙
』
の
初
撰
本
を
め
ぐ
っ
て
」
。
全
容
の
紹
介
と
考
察
が
あ
る
。

注
⑤

種
茂
　
勉
氏

「
大
坂
壇
林
俳
壇
の
研
究
」
０
。

注
⑥

塩
村
耕
氏

「
鯛
屋

一
族
の
文
芸
活
動
」
（昭
和
５９
年
■
月
日
本
近
世
文
学
会
秋
季
大
会
研
究
発
表
）
。

注
０

平
野
郷
公
益
会
編
、
昭
和
六
年
六
月
初
版
、
昭
和
四
十
五
年
八
月
清
文
堂
複
刻
。

注
③

豊狂
同
蔵
氏

「
柴
屋
寺
奉
納
発
句
」
（静
岡
女
子
短
期
大
学
国
文
研
究
室
編
資
料
翻
刻
第
五
集
、
昭
和
４０

．
５
、
成
文
堂
刊

『
仮
名
草
子
と
西
鶴
』∧
昭
和
４９

・
６
∨
に
も
収
録
）
に
拠
る
。

注
⑨

天
理
図
書
館
善
本
叢
書
第
三
期

（
３９
）
『談
林
俳
諧
集
』
解
説

（八
木
書
店
　
昭
和
５‐

．
３
）
。

注
ω

和
気
遠
舟
編
の

『
太
夫
桜
』
は
延
宝
八
年
三
月
の
遠
舟
序
を
持
つ
が
、
巻
末
の

「
藤
発
句
」
は
同
四
年
遠
舟
宅
に
て
催
さ
れ
た
藤
万
句
興
行
の
際
の
も
の

で
あ
る
旨
の
前
書
が
あ
り
、
と
す
れ
ば

「
藤
発
句
」
は

『
大
坂
歳
旦
』
と
時
間
的
に
近
接
す
る
こ
と
に
な
る
。

注
０

穎
原
退
蔵
氏

「
西
山
宗
因
」
（穎
原
退
蔵
著
作
集
第
五
巻
∧
中
央
公
論
社
昭
和
５５

・
７
∨
に
よ
る
）
。

注
０

板
坂
元
氏

「
西
山
宗
因
研
究
―
延
３
一年
の
東
下
を
め
ぐ
っ
て
―
」
∩
国
語
と
国
文
学
」
昭
和
２８

・
３
）
、
島
居
清
氏

「
西
鶴
と
宗
因
」
∩
解
釈
と
鑑
賞
」
昭
和

３２

・
６
）。

西

鶴

一
〇
三


